
 － 1 － 

 

令和８年第１回定例会（第３号） 

 

令和８年３月５日（木曜日）午前１０時００分 開議   

   ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

○議事日程 

 日程第 １ 会議録署名議員の指名 

 日程第 ２ 議案第１９号 令和７年度七飯町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第 ３ 議案第２０号 令和７年度七飯町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

 日程第 ４ 議案第２１号 令和７年度七飯町介護保険特別会計補正予算（第５号） 

 日程第 ５ 議案第２２号 令和７年度七飯町水道事業会計補正予算（第４号） 

 日程第 ６ 議案第２３号 令和７年度下水道事業会計補正予算（第４号） 

 日程第 ７ 議案第 ８号 令和８年度七飯町一般会計予算 

 日程第 ８ 議案第 ９号 令和８年度七飯町国民健康保険特別会計予算 

 日程第 ９ 議案第１０号 令和８年度七飯町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第１０ 議案第１１号 令和８年度七飯町介護保険特別会計予算 

 日程第１１ 議案第１２号 令和８年度七飯町水道事業会計予算 

 日程第１２ 議案第１３号 令和８年度七飯町下水道事業会計予算 

   ────────────────────────────────────────── 

○出席議員（１１名） 

    副 議 長 １３番  川 村 主 税            １番  澤 出 明 宏 

          ２番  神 﨑 和 枝            ３番  江 口 勝 幸 

          ５番  川 上 弘 一            ７番  田 村 敏 郎 

          ８番  稲 垣 明 美            ９番  中 川 友 規 

         １０番  平 松 俊 一           １１番  上 野 武 彦 

         １２番  池 田 誠 悦 

────────────────────────────────────────── 

○欠席議員（１名） 

    議  長 １４番  木 下   敏  

────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定により本会議に出席を求めた説明員 

   町       長  杉 原   太 

────────────────────────────────────────── 

○町長の委任を受けたもので出席を求めた説明員 

   副 町 長  工 藤   稔     
統括監(行財政改革担当)

兼 財 政 課 長
  青 山 栄久雄 

   
統括監(公共施設整備担当)

兼 都 市 住 宅 課 長  川 島 篤 実     総 務 課 長  中 村 雄 司 

   情 報 防 災 課 長  村 上 宏 樹     政 策 推 進 課 長  笠 原 泰 之 

   税 務 課 長  池 田   晃     会 計 課 長  佐々木 宏 美 

   住 民 課 長  福 川 晃 也     環 境 生 活 課 長  村 山 德 收 

   福 祉 課 長  谷 口 真 樹     子 育 て 支 援 課 長  川 崎 惠 子 

   健 康 推 進 課 長  竹 内 圭 介     商工労働観光課長  岩 上   剛 



 － 2 － 

   農 林 水 産 課 長  松 本 博 和     土 木 課 長  坂 田 純 一 

   上 下 水 道 課 長  庭 田 昌 輝   

   ────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定により本会議に出席を求めた説明員 

   教 育 長  俉 楼   司 

   ────────────────────────────────────────── 

○教育長の委任を受けたもので出席を求めた説明員 

   教育監兼教育総務課長  磯 場 嘉 和     学 校 教 育 課 長  柴 田   憲 

   生 涯 教 育 課 長  花 巻   亘     スポーツ振興課長  髙 橋 雅 貴 

   学校給食センター長  福 永 崇 弘 

────────────────────────────────────────── 

○農業委員会会長の委任を受けたもので出席を求めた説明員 

   事 務 局 長  松 本 博 和 

────────────────────────────────────────── 

○選挙管理委員会委員長の委任を受けたもので出席を求めた説明員 

   書 記 長  中 村 雄 司 

────────────────────────────────────────── 

○本会議の書記 

   事 務 局 長  広 部 美 幸     書       記  山 本 翔 大 

   書 記  伊 東 宏 樹     書       記  東 山 桂 子 

    ────────────────────────────────────────── 

○会議規則第１１６条の規定により指名された会議録署名議員 

           ８番  稲 垣 明 美            ９番  中 川 友 規 
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午前１０時００分 開議 

  ─────────────────── 

開 議 宣 告 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１１名です。定足数

に達しておりますので、会議は成立いたしま

す。 

 ただいまから、令和８年第１回七飯町議会定

例会の本日の会議を開きます。 

 木下敏議長から、本日の会議を欠席する届出

がありました。 

  ─────────────────── 

 日程第１ 

  会議録署名議員の指名 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第１ 会議録署名

議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員として、 

８番  稲 垣 明 美 議員   

９番  中 川 友 規 議員   

 以上、２議員を指名いたします。 

  ─────────────────── 

 日程第２ 

議案第１９号 令和７年度七飯町国民

健康保険特別会計補正予算（第４号） 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第２ 議案第１９

号令和７年度七飯町国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）を議題といたします。 

提案説明を求めます。 

住民課長。 

○住民課長（福川晃也） それでは、議案第１

９号令和７年度七飯町国民健康保険特別会計補

正予算（第４号）につきまして、提案説明を申

し上げます。 

このたび提案いたします令和７年度七飯町国

民健康保険特別会計補正予算は、既定予算の総

額から歳入歳出それぞれ１,８００万９,０００

円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３

１億６,０５８万９,０００円とするものでござ

います。 

このたびの補正は、決算を念頭に置いた予算

の整理に伴う減額が主な内容でございます。 

それでは、国保７ページの歳出から御説明を

申し上げます。 

１款総務費、１項１目一般管理費は、一般管

理費国保事業として、決算見込みにより、旅費

４万７,０００円の減額、役務費１１万６,００

０円の減額、委託料４０万２,０００円の減

額、負担金補助及び交付金７万７,０００円の

減額でございます。 

国保事務職員人件費は、決算見込みにより、

共済費２万９,０００円の減額でございます。 

２項１目賦課徴収費は、賦課事務費として、

決算見込みにより、役務費８万５,０００円の

減額、徴収事務費として、決算見込みにより、

旅費１万６,０００円の減額、役務費７万６,０

００円の減額でございます。 

３項１目運営協議会費は、決算見込みによ

り、旅費６万６,０００円の減額でございま

す。 

４項１目医療費適正化特別対策事業費は、決

算見込みにより、役務費３万９,０００円の減

額でございます。 

４項２目収納率向上特別対策事業費は、決算

見込みにより、共済費５万４,０００円の減額

でございます。 

国保９ページにかけまして、２款１項３目審

査支払手数料は、決算見込みにより、５２万

４,０００円の減額。 

２項１目高額療養費は、決算見込みにより、

８９４万４,０００円の減額。 

２目高額介護合算療養費は、決算見込みによ

り、１２万３,０００円の減額。 

４項１目出産育児一時金は、決算見込みによ

り、２０２万４,０００円の減額。 

５項１目葬祭費は、決算見込みにより、３９

万円の減額でございます。 

３款国民健康保険事業費納付金、１項１目一

般被保険者医療給付費分、２項１目一般被保険

者後期高齢者支援金等分、３項１目介護納付金

分まで、決算見込みにより、３万６,０００円

の減額でございます。 
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国保１１ページにかけまして、６款保険事業

費、１項１目保健衛生普及費は、決算見込みに

より、旅費１万５,０００円の減額、役務費１

万３,０００円の減額、各種健康診査委託料２

８０万円の減額、高齢者インフルエンザ予防接

種委託料７４万９,０００円の減額、合わせて

３５７万７,０００円の減額。 

２項１目特定健康診査等事業費は、決算見込

みにより、旅費１万６,０００円の減額、役務

費１０万７,０００円の減額、データ提供委託

料４万３,０００円の減額、特定保健指導委託

料９８万８,０００円の減額、使用料及び賃借

料２,０００円の減額、合わせて１１５万６,０

００円の減額でございます。 

８款諸支出金、１項２目その他償還金は、国

庫支出金等返還金の確定により、４４万８,０

００円の減額でございます。 

９款基金積立金、１項１目基金積立金は、基

金運用に伴う財政調整基金積立金として、２２

万円の追加でございます。 

歳出は以上でございます。 

次に、国保５ページの歳入に戻っていただき

まして、３款道支出金、１項１目保険給付費等

交付金は、決算見込みにより、普通交付金１,

２００万５,０００円の減額、道繰入金４１万

８,０００円の減額、合わせて１,２４２万３,

０００円の減額でございます。 

４款財産収入、１項１目利子及び配当金は、

決算見込みにより、財政調整基金運用利子２２

万円の追加でございます。 

５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、決

算見込みにより、職員給与費等繰入金８９万

８,０００円の減額、出産育児一時金等繰入金

１３４万９,０００円の減額。 

２項１目国民健康保険財政調整基金繰入金

は、決算見込みにより、４０８万５,０００円

の減額、合わせて６３３万２,０００円の減額

でございます。 

６款繰越金、１項１目繰越金は、決算見込み

により、２４０万１,０００円の追加でござい

ます。 

７款諸収入、１項１目一般被保険者延滞金

は、決算見込みにより、９９万５,０００円の

減額。 

２項１目一般被保険者第三者納付金は、決算

見込みにより、６０万円の減額。 

２目一般被保険者返納金は、決算見込みによ

り、２４万円の減額でございます。 

提案説明は以上でございます。 

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○副議長（川村主税） これより、質疑を許し

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 質疑を終わります。 

これより、討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

議案第１９号令和７年度七飯町国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）を、原案のとおり

可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  ─────────────────── 

 日程第３ 

議案第２０号 令和７年度七飯町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第３

号） 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第３ 議案第２０

号令和７年度七飯町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）を議題といたします。 

提案説明を求めます。 

住民課長。 

○住民課長（福川晃也） それでは、議案第２

０号令和７年度七飯町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第３号）につきまして、提案説明を

申し上げます。 

このたびの補正予算は、既定予算の総額から

歳入歳出それぞれ４万７,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億６,６１３
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万６,０００円とするものでございます。 

このたびの補正は、決算を念頭に置いた予算

の整理に伴う減額でございます。 

それでは、後医７ページの歳出から御説明を

申し上げます。 

１款総務費、１項１目一般管理費は、決算見

込みにより、一般職旅費４万７,０００円の減

額でございます。 

次に、後医５ページの歳入に戻っていただき

ます。 

２款繰入金、１項１目事務費繰入金は、後期

高齢者医療事務費繰入金を、歳出と同額の４万

７,０００円減額するものでございます。 

提案説明は以上でございます。 

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○副議長（川村主税） これより、質疑を許し

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 質疑を終わります。 

これより、討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

議案第２０号令和７年度七飯町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第３号）を、原案のとお

り可決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  ─────────────────── 

 日程第４ 

議案第２０号 議案第２１号令和７年

度七飯町介護保険特別会計補正予算

（第５号） 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第４ 議案第２１

号令和７年度七飯町介護保険特別会計補正予算

（第５号）を議題といたします。 

提案説明を求めます。 

福祉課長。 

○福祉課長（谷口真樹） それでは、議案第２

１号令和７年度七飯町介護保険特別会計補正予

算（第５号）について、提案説明をさせていた

だきます。 

このたびの補正については、第１条として、

既定の保険事業勘定歳入歳出予算の総額から、

歳入歳出それぞれ７,０６１万円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億

４,５３６万８,０００円とするものでございま

す。 

次に、第２条として、既定の介護サービス事

業勘定歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それ

ぞれ１６４万１,０００円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１,０３４万円

とするものでございます。 

補正の主な内容といたしまして、歳出につい

ては、年度末までの事業費の精査による保険給

付費等の補正、歳入については、歳出予算の補

正及び国・道からの交付金の内示額の改定に伴

う補正となります。 

それでは、介保９ページの保険事業勘定の歳

出から御説明いたします。 

初めに、１款総務費、１項１目一般管理費

は、一般職旅費が、決算見込みにより、４万

９,０００円の減額。 

２項１目賦課徴収費は、北海道国民健康保険

団体へ支払う保険料特別徴収事務手数料につい

て、決算見込みにより、３万８,０００円の減

額。 

３項２目認定調査費は、居宅介護支援事業所

への訪問調査委託料について、決算見込みによ

り、１０７万３,０００円の減額。 

以上、１款合計で１１６万円の減額。 

続いて、２款保険給付費、１項１目介護サー

ビス等諸費は、居宅介護サービス給付費が減額

となりますが、地域密着型介護サービス費並び

に施設介護サービス給付費において、利用件数

の増加が見込まれることから、負担金、補助及

び交付金に５,３４２万８,０００円の追加。 

２項１目介護予防サービス等諸費は、通所リ

ハビリテーション等の介護予防サービス並びに

地域密着型サービス給付費において、利用者件
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数の増加が見込まれることから、負担金、補助

及び交付金に６９８万５,０００円の追加。 

４項１目高額介護サービス等費は、施設介護

サービス等の利用件数の増加により、支給件数

の増が見込まれるため、負担金、補助及び交付

金に３８３万７,０００円の追加。 

続いて、１２ページに渡り、５項１目高額医

療合算介護サービス等費は、国・道からの内示

額の確定に伴う財源内訳の構成となります。 

続いて、１１ページ、６項１目特定入所者介

護サービス等費は、施設介護サービス等の利用

者の件数の増加が見込まれることにより、負担

金、補助及び交付金に１５０万３,０００円の

追加。 

以上、２款合計で６,５７５万３,０００円の

追加。 

続いて、３款地域支援事業費、１項１目介護

予防・生活支援サービス事業費は、通所サービ

スの利用件数の増加が見込まれることにより、

負担金、補助及び交付金に４２５万５,０００

円を追加。 

２目一般介護予防事業費は、国・道からの内

示額の確定に伴う財源内訳の構成となります。 

３目包括的支援及び任意事業費は、３節職員

手当等から１９節扶助費まで、決算見込みによ

り、７７万６,０００円の減額。 

４目その他諸費は、国・道からの内示額の確

定等に伴う財源内訳の構成となります。 

以上、３款合計で３４７万９,０００円の追

加。 

続いて、５款基金積立金、１項１目基金積立

金は、介護保険財政調整基金運用利子として３

４万８,０００円の追加。 

続いて、介保１３ページに移りまして、７款

諸支出金、２項１目繰出金は、一般会計への繰

出金として、重層的支援体制整備事業費の増額

が見込まれることにより、２１９万円の追加。 

歳出は以上でございます。 

次に、歳入について御説明いたします。 

５ページにお戻り願います。 

初めに、１款保険料、１項１目第１号被保険

者保険料は、１節現年度分特別徴収保険料にお

いて、特別徴収者数並びに住民税課税者の増加

により、３,５００万８,０００円の追加。 

２節現年度分普通徴収保険料は、１５０万

５,０００円の減額。 

以上、１款合計で３,３５０万３,０００円の

追加。 

３款国庫支出金、１項１目介護給付費負担金

は、１,０５８万円の追加。 

２項２目地域支援事業交付金は、１節介護予

防事業交付金４８５万１,０００円の減額、２

節包括的支援事業等交付金１０９万５,０００

円の減額。２目の合計で５９４万６,０００円

の減額。 

以上、３款合計で４６３万４,０００円の追

加。 

４款支払基金交付金、１項１目介護給付費交

付金は、６３万７,０００円の追加。 

２目地域支援事業支援交付金は、１０３万

３,０００円の減額。 

以上、４款合計で３９万６,０００円の減

額。 

続いて、５款道支出金、１項１目介護給付費

負担金は、１,０１５万６,０００円の追加。 

２項１目地域支援事業交付金は、１節介護予

防事業交付金７３万４,０００円の減額、２節

包括的支援事業等交付金５４万７,０００円の

減額。１目の合計で１２８万１,０００円の減

額。 

以上、５款合計で８８７万５,０００円の追

加。 

続いて、６款財産収入、１項１目利子及び配

当金は、介護保険財政調整基金運用利子とし

て、３４万８,０００円の追加。 

続いて、７款繰入金、１項１目介護給付費等

繰入金は、７１６万２,０００円の追加。 

２目地域支援事業繰入金は、１節介護予防事

業繰入金４１万４,０００円の追加、介保８

ページに移りまして、２節包括的支援事業繰入

金３２万３,０００円の減額。２目合計で９万

１,０００円の追加。 

３目その他繰入金は、１節事務費繰入金２９

万９,０００円の追加、２節その他繰入金７１
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万６,０００円の追加。３目合計で１０１万５,

０００円の追加。 

２項１目介護保険財政調整基金繰入金は、

２,１５３万３,０００円の減額となります。 

以上、７款合計で１,３２６万５,０００円の

減額。 

８款繰越金、１項１目繰越金は、３,６９１

万１,０００円の追加でございます。 

続いて、介護保険事業勘定の歳出について御

説明いたします。 

介保２１ページをお開き願います。 

１款総務費、１項１目一般管理費は、１万円

の減額。 

２款諸支出金、１項１目繰出金は、一般会計

繰出金１６３万１,０００円の減額でございま

す。 

続いて、歳入について御説明いたします。 

介保１９ページをお開き願います。 

１款サービス収入、１項１目介護予防サービ

ス計画収入は、介護予防サービス計画作成件数

の減が見込まれることにより、１６４万１,０

００円の減額でございます。 

提案説明は以上でございます。 

よろしく御審議のほど、お願い申し上げま

す。 

○副議長（川村主税） これより、質疑を許し

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 質疑を終わります。 

これより、討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 討論を終わります。 

これより採決を行います。 

議案第２１号令和７年度七飯町介護保険特別

会計補正予算（第５号）を、原案のとおり可決

することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  ─────────────────── 

 日程第５ 

議案第２２号 令和７年度七飯町水道

事業会計補正予算（第４号） 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第５ 議案第２２

号令和７年度七飯町水道事業会計補正予算（第

４号）を議題といたします。 

提案説明を求めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（庭田昌輝） それでは、議案

第２２号令和７年度七飯町水道事業会計補正予

算（第４号）について、提案説明申し上げま

す。 

このたびの補正予算の概要ですが、令和７年

度事業の執行を整理するため、事業完了による

不用額、入札等の契約金額が確定したことによ

る残額の整理を行うなど、いわゆる整理予算を

中心とした補正予算となります。 

それでは、お手元の議案を御覧願います。 

議案第２条は、予算第３条に定めた収益的収

入及び支出の収入総額について、第１款水道事

業収益の既決予定額を１１２万２,０００円減

額し、総額を６億３,０３８万６,０００円とす

ることを、また支出総額については、第１款水

道事業費用の既決予定額を８０６万６,０００

円増額し、総額を５億２,２８６万１,０００円

とすることをお願いするものでございます。 

次の第３条は、予算第４条に定めた資本的収

入及び支出について、本文括弧書きの補塡財源

を記載の内容に改めた上で、資本的収入の収入

総額について、第１款資本的収入の既決予定額

を５,５９９万８,０００円減額し、総額を３億

８,２１５万５,０００円とすることを、次の

ページをお開きいただき、支出総額について、

第１款資本的支出の既決予定額を３,６２６万

２,０００円減額し、総額を５億９,３５２万

５,０００円とすることをお願いするものでご

ざいます。 

次の第４条は、予算第４条の２として定めた

継続費について、次の次の水道２ページ及び３

ページにございます別紙のとおり、４事業それ

ぞれについて、総額並びに年割額を変更させて
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いただくことをお願いするものでございます。 

議案にお戻りいただき、次の第５条は、予算

第６条に定めた債務負担行為について、取替え

用量水器購入代の限度額を５,３０１万円から

４,２９０万円に変更させていただくことをお

願いするものでございます。 

次の第６条は、予算第７条に定めた企業債に

ついて、３ページ先の水道４ページから７ペー

ジにあるとおり、決算見込み等に伴う１の企業

債の廃止並びに２の変更により、合計４,８６

０万円の減額、また昨今の長期金利の上昇によ

る借入利率の変動を踏まえ、当初３％以内で設

定していた借入利率を４％以内に変更し、限度

額の変更がない事業についても条件変更が伴う

ため、併せて変更するものでございます。 

再度、議案にお戻りいただき、最後の第７条

は、予算第１０条に定めた議会の議決を得なけ

れば流用することのできない経費について、第

１号職員給与費の既決予定額を２３３万６,０

００円減額し、総額を５,５２１万６,０００円

に、第２号賞与引当金繰入額の既決予定額を９

万円減額し、総額を４９０万４,０００円とす

ることをお願いするものでございます。 

それでは、収益的支出から、順次、御説明申

し上げます。 

なお、整理予算として計上した科目は、一般

的な科目または過不足の増減額の説明を省略

し、目ごとに総額のみの説明にとどめさせてい

ただき、特に説明を要する場合のみ、その内容

の説明をいたしますので、あらかじめ御了承願

います。 

お手元の資料、水道１１ページをお開き願い

ます。 

１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水

及び浄水費は、１８５万円の減。 

２目配水及び給水費は、２４５万３,０００

円の減。 

４目業務費は、１２８万７,０００円の減。 

次の水道１２ページをお開きいただき、６目

職員給与費は、２４２万６,０００円の減。 

次に、７目減価償却費は、４６５万７,００

０円の増額で、固定資産の確定による決算見込

みに伴い、４１節有形固定資産減価償却費、４

節の増減により、合計額４５６万８,０００円

の増額を、４２節無形固定資産減価消却費で

は、８万９,０００円の増額をお願いするもの

でございます。 

次に８目資産減耗費は、１,２９２万１,００

０円の増額で、固定資産の除却による決算見込

みに伴い、４３節固定資産除却費の増額をお願

いするものでございます。 

次に、２項営業外費用、１目支払利息及び企

業債取扱諸費は、決算見込みにより、１４９万

６,０００円の減額をお願いするものでござい

ます。 

続きまして、収益的収入及び支出の収入の説

明となります。 

お手元の資料、水道１０ページへお戻り願い

ます。 

１款水道事業収益、２項営業外収益、２目負

担金は、５６万６,０００円の減。 

３目長期前受金戻入は、２６万２,０００円

の減。 

４目雑収益は、１３万６,０００円の増。 

６目資本費繰入収益は、４３万円の減額をお

願いするものでございます。 

次に、資本的支出について御説明申し上げま

す。 

お手元の資料、水道１５ページをお開き願い

ます。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目水道

施設費は、１,４６８万７,０００円の減額。 

内訳は、１６節委託料及び７１節施設改良費

の減額をお願いするものでございます。 

次の水道１６ページをお開きいただき、２目

管路整備費は、決算見込みにより、２,１５７

万５,０００円の減額。 

内訳は、１６節委託料及び７１節施設改良費

のほか、７７節の用地買収費は計画していた工

事について協議が整わなかったことによる工事

の延期に伴い、１９４万円の減額をそれぞれお

願いするものでございます。 

最後に、資本的収入及び支出の収入の説明と

なります。 
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お手元の資料、水道１３ページへお戻り願い

ます。 

１款資本的収入、１項企業債、１目上水道事

業債は、決算見込みにより、４,８６０万円の

減。 

１節水道事業債及び２節管路整備債の減額を

お願いするものでございます。 

次の水道１４ページをお開きいただき、最後

に２項目負担金等、１目工事施工収入は、１節

工事保証金で７３９万８,０００円の減額をお

願いするものでございます。 

以上、御説明申し上げました内容について、

よろしく御審議くださいますよう、お願い申し

上げます。 

○副議長（川村主税） これより、質疑を許し

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 質疑を終わります。 

これより、討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

議案第２２号令和７年度七飯町水道事業会計

補正予算（第４号）を、原案のとおり可決する

ことに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  ─────────────────── 

 日程第６ 

議案第２３号 令和７年度七飯町下水

道事業会計補正予算（第４号） 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第６ 議案第２３

号令和７年度七飯町下水道事業会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

提案説明を求めます。 

上下水道課長。 

○上下水道課長（庭田昌輝） それでは、議議

案第２３号令和７年度七飯町下水道事業会計補

正予算（第４号）について、提案説明申し上げ

ます。 

このたびの補正予算の概要ですが、水道事業

会計と同様に、事業完了による不用額、入札等

の契約金額が確定したことによる残額の整理を

行う、いわゆる整理予算を中心とした補正予算

となります。 

それでは、お手元の議案を御覧願います。 

議案の第２条は、予算第３条に定めた収益的

収入及び支出の収入総額について、第１款下水

道事業収益の既決予定額を２０５万４,０００

円増額し、総額を８億１,９５４万２,０００円

とすることを、また支出総額については、第１

款下水道事業費用の既決予定額を１,０８９万

７,０００円減額し、総額を７億９,１４２万

６,０００円とすることをお願いするものでご

ざいます。 

次の第３条は、予算第４条に定めた資本的収

入及び支出について、本文括弧書きの補塡財源

を記載の内容に改めた上で、資本的収入の収入

総額について、第１款資本的収入の既決予定額

を３,８２５万２,０００円減額し、総額を２億

６,４７９万８,０００円とすることを、次の

ページをお開きいただき、支出の総額につい

て、１款資本的支出の既決予定額を３,３４５

万円減額し、総額を４億２８３万２,０００円

とすることをお願いするものでございます。 

次の第４条は、予算第６条に定めた企業債に

ついて、次の次の下水２ページ及び３ページに

ある別紙のとおり、決算見込み等に伴う企業債

の変更により、合計１,４６０万円の減額及び

水道事業と同様に利率の変更をお願いするもの

でございます。 

議案にお戻りいただき、次の第５条は、予算

第１０条に定めた一般会計から下水道事業会計

へ補助を受ける金額について、第１号建設改良

費等繰入金の既決予定額を５０４万９,０００

円減額し、総額を０円とすることをお願いする

ものでございます。 

最後の第６条は、予算第９条に定めた議会の

議決を経なければ流用することのできない経費

について、第２号賞与引当金繰入額の既決予定
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額を２万７,０００円増額し、総額を６７万３,

０００円とすることをお願いするものでござい

ます。 

それでは、収益的収入及び支出の支出から、

順次、御説明申し上げます。 

なお、水道事業会計と同様に、整理予算とし

て計上した科目は、目ごとに総額のみの説明に

とどめさせていただき、特に説明を要する場合

のみ、その内容の説明をいたしますので、あら

かじめ御了承願います。 

お手元の資料、下水７ページをお開き願いま

す。 

１款下水道事業費用、１項営業費用、１目処

理場費は、１２万１,０００円の増。 

２目管渠費は、２８６万７,０００円の減。 

３目流域下水道管理費は、６２５万円の減。 

４目業務費は、４２万６,０００円の増。 

５目総係費は、９２万６,０００円の減額を

お願いするものでございます。 

次の下水８ページをお開きいただき、６目職

員給与費は、２万７,０００円の増。 

７目減価償却費は、６９万６,０００円の

減。 

８目資産減耗費は、１２２万１,０００円の

増。 

２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取

扱諸費は、４０万１,０００円の減。 

３目消費税及び地方消費税は、当初の見込み

より申告納付額が減少するため、１５５万２,

０００円の減額をお願いするものでございま

す。 

続きまして、収益的収入及び支出の収入の説

明となります。 

下水６ページにお戻り願います。 

１款下水道事業収益、２項営業外収益、２目

補助金は、１２０万６,０００円の減額。 

３目負担金は、３７万６,０００円の増。 

４目長期前受金戻入は、１１万６,０００円

の減。 

５目雑収益は、３００万円の増額をお願いす

るものでございます。 

続きまして、資本的収入及び支出の支出の説

明となります。 

お手元の資料、下水１０ページをお開き願い

ます。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目処理

場建設費は、１１２万２,０００円の減。 

次に、２目管渠整備費は、２,６９１万７,０

００円の減額で、うち７１節施設改良費は工事

内容の変更等により、２細節の合計で１,７２

５万９,０００円の減額をお願いするものでご

ざいます。 

次に、３目流域下水道事業費は、５３９万円

の減。 

４目資産取得費は、１万７,０００円の減額

をお願いするものでございます。 

最後に、資本的収入及び支出の収入の説明と

なります。 

お手元の資料、下水９ページへお戻り願いま

す。 

１款資本的収入、１項企業債、１目下水道事

業債は、１,４６０万円の減。 

３項補助金、１目国庫補助金は、４８４万

６,０００円の減。 

２目他会計補助金は、５０４万９,０００円

の減。 

４項負担金等、２目工事施工収入は、１,３

７５万７,０００円の減額をお願いするもので

ございます。 

以上、御説明申し上げました内容について、

よろしく御審議くださいますよう、お願い申し

上げます。 

○副議長（川村主税） これより、質疑を許し

ます。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 質疑を終わります。 

これより、討論を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 討論を終わります。 

これより、採決を行います。 

議案第２３号令和７年度七飯町下水道事業会

計補正予算（第４号）を、原案のとおり可決す

ることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 



 － 11 － 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

  ─────────────────── 

 日程第７ 

議案第８号 令和８年度七飯町一般会

計予算 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 日程第７ 議案第８号

令和８年度七飯町一般会計予算を議題といたし

ます。 

提案説明を求めます。 

行財政改革担当統括監兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） それでは、初めに令和８年度の一般会

計、特別会計及び公営企業会計の当初予算の総

括について、さきにお配りしております令和８

年度当初予算（骨格予算説明資料）を基に御説

明いたします。 

令和８年度の各会計当初予算は、このたび七

飯町長の改選期に当たることから、町政運営の

基本となる経常経費を中心とした骨格予算によ

り編成しておりますので、御理解のほど、よろ

しくお願いいたします。 

最初に、１ページ目でございます。 

令和８年度の一般会計及び特別会計並びに

（２）の企業会計の当初予算額の状況でござい

ますが、前年度の当初予算額との比較、または

令和６年度の歳出決算額との比較も行っており

ますので、御覧願いたいと思います。 

令和８年度の当初予算額は、一般会計が１２

９億４,０００万円で、前年度の当初予算額と

比べ、６億７,８００万円の増、率で５.５％の

増加となり、令和６年度の歳出決算額と比較し

た場合では、比較増減欄②のＡマイナスＣ欄で

△１４億２,３３０万５,０００円、率で９.９

％の減でございます。 

次に、特別会計ですが、一つ目の国民健康保

険特別会計は、３１億８,６５０万円で、前年

度当初予算額と比べ、１,８３０万円の増、率

で０.６％の増加。 

二つ目の後期高齢者医療特別会計は、６億

２,８５０万円で、前年度当初予算額と比べ、

９,４２０万円の増、率で１７.６％の増加。 

３番目の介護保険特別会計は、３０億２５０

万円で、前年度当初予算額と比べ、３,０８０

万円の増、率で１.０％の増加。 

これら三つの特別会計の合計は、６８億１,

７５０万円で、前年度の当初予算額と比較して

１億４,３３０万円の増、率で２.１％の増加と

なっております。 

次に、公営企業会計ですが、１番目の水道事

業会計の収益的収入は、６億３,３２７万円、

前年比２８２万円、０.４％の増。 

収益的支出は、５億５,１８５万円、前年比

５,２００万円、１０.４％の増。 

収支差引額は、８,１４２万円となます。 

次に、資本的収入は、３億５,８２３万円、

前年比△７,８０２万３,０００円、１７.９％

の減。 

資本的支出は、５億５,２４７万５,０００

円、前年比△７,５３８万２,０００円、１２.

０％の減となっております。 

次に、２番目の下水道事業会計で、収益的収

入は、８億３,０２４万円、前年比１,５０６万

円、１.８％の増。 

収益的支出は、８億２,０３１万円、前年比

２,３３３万円、２.９％の増。 

収支差引額は、９９３万円となります。 

次に、資本的収入は、４億２,８５５万８,０

００円、前年比１億２,５５０万８,０００円、

４１.４％の増。 

資本的支出は、６億１,８２５万８,０００

円、前年比１億８,１９７万６,０００円、４

１.７％の増となっております。 

次に、２ページ目でございます。 

各グラフの説明となりますが、①は一般会計

当初予算額及び決算額の推移で、令和４年度か

ら令和８年度までの状況をグラフと表で示して

おります。 

②は令和８年度各会計予算の構成割合を円グ

ラフで表したもので、七飯町の各会計を集計し

た総予算額２２３億３９万３,０００円に対し
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て、一般会計の割合が５８％となっておりま

す。 

また、下段の③は令和８年度一般会計当初予

算の歳入財源構成比、④は歳出目的別構成比を

円グラフで示しております。 

次に、３ページでございます。 

令和８年度一般会計当初予算の歳入歳出の状

況でございます。 

（１）の歳入でございますが、令和８年度当

初予算の１款町税から２１款町債までの合計１

２９億４,０００万円の款別の内訳でございま

す。 

（２）の歳出につきましても、令和８年度当

初予算の１款議会費から１４款予備費までの合

計１２９億４,０００万円の款別の内訳でござ

います。 

歳入歳出いずれも令和８年度当初予算額と前

年度の当初予算額及び令和６年度の決算額との

比較を行っておりますので、後ほど御覧願いた

いと存じます。 

次に、４ページでございます。 

一般会計の歳出予算を節別で集計したものと

なりまして、前年度の比較増減を表した表とな

ります。 

令和８年度当初予算額と前年度の当初予算額

及び令和６年度の決算額との比較を行っており

ますので、御覧願いたいと存じます。 

比較増減欄の①イコールＡマイナスＢが前年

度当初予算額との比較になりますので、この増

減額について簡単に御説明いたします。 

１節報酬は、議会議員、非常勤特別職などの

報酬で、３億６,５６３万円、前年度に比べ、

８１７万８,０００円、２.２％の減。 

２節給料は、特別職、一般職などの給料で、

７億５２７万６,０００円、前年度に比べ、３,

７２２万円、５.６％の増。 

３節職員手当等は、職員に支給する各種手当

等で、５億１,００５万７,０００円、前年度に

比べ、１,３８７万２,０００円、２.８％の

増。 

４節共済費は、職員の共済組合、退職手当組

合等に納付する負担金などで、３億６,７８９

万４,０００円、前年度に比べ、５０６万８,０

００円、１.４％の減。 

７節報償費は、各種講座の講師謝礼、交通指

導員、民生・児童委員などへの報償費で、３,

２１３万４,０００円、前年度に比べ、１３７

万４,０００円、４.５％の増。 

８節旅費は、各委員の費用弁償、職員旅費な

どで、１,６２０万９,０００円、前年度に比

べ、６２３万５,０００円、２７.８％の減。 

９節交際費は、議会事務局、町長部局、教育

委員会部局などで支出する交際費で、４２０万

円、前年度に比べ、２５万円、６.３％の増。 

１０節需用費は、事務用消耗品費や施設の燃

料費などで、４億７,８４１万３,０００円、前

年度に比べ、３５１万５,０００円、０.７％の

減。 

１１節役務費は、通信運搬費や広告料など

で、９,１４０万１,０００円、前年度に比べ、

１１５万１,０００円、１.２％の減。 

１２節委託料は、施設管理に要するもの、電

算システムの保守または改修費用、町道の除排

雪関係などの委託料で、２５億９,０５２万６,

０００円、前年度に比べ、２億７,０４０万３,

０００円、１１.７％の増。 

１３節使用料及び賃借料は、重機借上料や事

業機器のリース料などで、１億９,３１９万４,

０００円、前年度に比べ、２,２２８万５,００

０円、１３.０％の増。 

１４節工事請負費は、町道等の維持補修工

事、橋梁の架替工事などで、３億３,０２８万

５,０００円、前年度に比べ、２億４,６０６万

７,０００円、４２.７％の減。 

１５節原材料費は、７６８万２,０００円、

前年度に比べ、４４万３,０００円、６.１％の

増。 

１６節公有財産購入費は、本年度、骨格予算

編成により予算計上はなく、前年度も予算の計

上はございませんでした。 

次に、１７節備品購入費は、児童生徒用の学

習用タブレット、職員の事務用パソコンなどの

購入費で、１億７,４１７万４,０００円、前年

度に比べ、１億２,３４９万４,０００円、２４
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３.７％の増。 

１８節負担金、補助及び交付金は、一部事務

組合や広域連合への加入負担金、各種事業に対

する補助金や負担金などで、２２億８０６万

５,０００円、前年度に比べ、１億６,９５８万

円、８.３％の増。 

１９節扶助費は、医療費や介護給付等費、児

童手当などの援助費で、２２億１,４６８万３,

０００円、前年度に比べ、１,４７９万３,００

０円、０.７％の増。 

２０節貸付金は、給食センター運営資金など

の貸付金で、前年度と同額の７,６００万円。 

２１節補償、補填及び賠償金は、橋梁架替工

事に伴う支障物件移設補償費などで４,９１０

万円、前年度に比べ、３,８４３万９,０００

円、３６０.６％の増。 

２２節償還金、利子及び割引料は、過年度還

付金、町債の元利償還金などで、１２億１,８

１５万２,０００円、前年度に比べ、１,２４２

万２,０００円、１.０％の減。 

２４節積立金は、財政調整基金、特定目的基

金など、基金から生ずる運用利息分の積立、社

会教育施設整備等基金の原資積立分などで、

２,９２１万２,０００円、前年度に比べ、１,

２９３万円、７９.４％の増。 

２６節公課費は、８２万２,０００円、前年

に比べ、６万８,０００円、９.０％の増。 

２７節繰出金は、国民健康保険、介護保険な

どの特別会計や水道事業、下水道事業の公営企

業会計に一般会計が負担する分として繰り出す

もので、本年度は１２億６,９３９万１,０００

円、前年度に比べ、２億５,２９８万５,０００

円、２４.９％の増。 

最後に、予備費については、町の予算規模に

即応した財政の均衡を阻害しない程度での予備

費の計上が認められていることから、ここ数年

では町の標準財政規模も７５億円を超えたこと

により、前年度に比べ、２５０万円増の７５０

万円を計上しているものでございます。 

以上、簡単ではございますが、この資料につ

いての説明とさせていただきます。 

次に、一般会計当初予算の歳入歳出予算を説

明しますので、議案データで送付されました令

和８年度七飯町一般会計予算書をお開き願いま

す。 

予算総括説明に引き続きまして、議案第８号

令和８年度七飯町一般会計予算について、提案

説明申し上げます。 

一般会計予算書の１ページを御覧願います。 

令和８年度七飯町一般会計の予算は、第１条

で予算の総額を歳入歳出それぞれ１２９億４,

０００万円と定め、第２条は債務負担行為の設

定について第２表に、第３条は地方債の借入予

定額を第３表に、第４条は一時借入金の借り入

れの最高額を５億円と定めるものでございま

す。 

それでは、初めに歳出から御説明いたしま

す。 

３６ページをお開き願います。 

先ほどの予算総括説明で御説明したとおり、

令和８年度の当初予算については、町政運営の

基本となる経常経費を中心とした骨格予算によ

り編成しておりますので、ここでの予算説明に

ついては、全科にわたり予算の概要について、

または前年度との比較において増減額が大きい

事業、または予算科目について説明しますの

で、あらかじめ御了承願います。 

初めに、１款１項１目議会費は、本年度９,

１６３万２,０００円で、前年度と比較して７

９９万３,０００円の減でございます。 

議会議員１４名の報酬手当のほか、議会運営

に係る経費の計上が主なもので、前年度との比

較では、議員研修旅費２７６万４,０００円の

減、議員用タブレット機器購入費４０２万１,

０００円の減が主なものとなります。 

次に、２款総務費、１項１目一般管理費は、

本年度５,１０８万９,０００円で、前年度と比

較して２５３万９,０００円の増でございま

す。 

主に行政運営のための一般的な経費を計上し

ており、前年度との比較では、４１ページの庁

舎共通事務費、１１節役務費の郵便料、電話料

で１８２万円の増が主なものとなります。 

次に、４２ページの２目広報費は、本年度
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２,３１７万８,０００円で、前年度と比較して

３４万５,０００円の増でございます。 

町広報誌ななえの印刷及び配布に係る経費が

主なものとなります。 

次に、３目財政管理費は、本年度３,５２６

万９,０００円で、前年度と比較して１,２９３

万８,０００円の増でございます。 

主に予算編成事務、各基金の管理に要する経

費を計上しており、前年度との比較では、４５

ページの特定目的基金費で、当初から活力のあ

るまちづくり推進基金、社会教育施設整備等基

金に原資積立分として、それぞれ１,０００万

円を積み立てる予算を計上しているものでござ

います。 

次に、４目会計管理費は、本年度５３１万

９,０００円で、前年度と比較して４６万５,０

００円の減でございます。 

公金の出納取扱費用、会計管理に係る経費が

主なものとなります。 

次に、５目財産管理費は、本年度６,３４８

万８,０００円で、前年度と比較して１９７万

円の減でございます。 

町の行政財産である庁舎や、普通財産、町有

地などの維持管理に要する費用が主なものとな

り、前年度との比較では事業別の庁舎管理費、

１０節需用費のうち庁舎修繕料で３０５万円の

減が主なものとなります。 

次に、４６ページの６目電算管理費は、本年

度２億８,８４７万１,０００円で、前年度と比

較して１億２,１８４万７,０００円の増でござ

います。 

町の基幹行政システムの管理及び町ホーム

ページ等の運用に関する経費が主なもので、前

年度との比較では、１２節委託料のうち総合行

政情報システムの標準化委託料で１億２,６８

２万２,０００円の増が主なものとなります。 

次に、４８ページの７目企画費は、本年度

１,４１９万７,０００円で、前年度と比較して

２,４６０万７,０００円の減でございます。 

主に町の施策を推進するための事務費、各種

施策の総合調整に要する経費を計上しており、

前年度との比較では、事業別の企画費で第６次

の総合計画策定事務が終了したことによる減、

その下のまちづくり政策事業費で移住・定住事

業に係る予算が令和７年度の補正予算に振り変

わったことで１,０８１万１,０００円の減が主

なものとなります。 

次に、５０ページの８目出張所費は、本年度

２１６万６,０００円で、前年度と比較して８

万３,０００円の増でございます。 

大沼出張所、大中山出張所の運営及び施設管

理に要する費用が主なものとなります。 

次に、５２ページの９目自治振興費は、本年

度３,２３４万３,０００円で、前年度と比較し

て５３３万円の減でございます。 

主に地域の防犯対策等に要する経費を計上し

ており、前年度との比較では１３節使用料及び

賃借料のうち防犯灯及び街路灯ＬＥＤ化事業が

令和８年１２月をもってリース期間が終了とな

るため、前年度に比べ、７１２万８,０００円

の減が主なものとなります。 

次に、１０目交通安全対策費は、本年度９９

２万６,０００円で、前年度と比較して３４万

２,０００円の減でございます。 

交通安全の推進及び対策等に要する経費が主

なものとなります。 

次に、１１目交流推進費は、本年度４,４１

９万１,０００円で、前年度と比較して４４４

万１,０００円の減でございます。 

国内交流及び国際交流の推進に要する経費の

ほか、セミナーハウスの指定管理料を計上して

おり、前年度との比較では海外交流派遣研修事

業に係る渡航費を政策予算で判断することとし

たため、これらに係る経費の減が主なものとな

ります。 

次に、５４ページの２項１目税務総務費は、

本年度１,２２６万２,０００円で、前年度と比

較して３８８万６,０００円の減でございま

す。 

税務事務の全般にわたる事務費を計上してお

り、前年度との比較では、令和７年度実施の定

額減税不足額給付事業が終了したことによる事

業費の減が主なものとなります。 

次に、５６ページの２目賦課徴収費は、本年
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度１,９０２万９,０００円で、前年度と比較し

て１３１万８,０００円の減でございます。 

主に賦課徴収の事務費のほか、督促・滞納処

分費、渡島・檜山地方税滞納整理機構への負担

金などを計上しており、前年度との比較では、

固定資産評価業務に用いるデジタル写真地図の

作成が終了したことによる減が主なものとなり

ます。 

次に、５８ページの３項１目戸籍住民基本台

帳費は、本年度４,２３７万３,０００円で、前

年度と比較して６２８万５,０００円の減でご

ざいます。 

戸籍の電算管理に要する費用、住民基本台帳

ネットワークシステムに係る経費を計上してお

り、前年度との比較では、戸籍情報システム標

準化への移行が一部終了したことによる減が主

なものとなります。 

次に、４項１目選挙管理委員会費は、本年度

７９万５,０００円で、前年度と比較して４,０

００円の増でございます。 

選挙管理委員４名の報酬、費用弁償のほか、

選挙事務に要する経費の計上が主なものとなり

ます。 

次に、６０ページの５項１目統計調査費は、

本年度１３３万８,０００円で、前年度と比較

して１,５４０万６,０００円の減でございま

す。 

令和８年度の統計調査は、経済センサス活動

調査が実施されるものでございます。 

次に、６項１目監査委員費は、本年度１８７

万８,０００円で、前年度と比較して９万８,０

００円の減でございます。 

監査委員２名の報酬、費用弁償のほか、監査

事務に要する経費の計上が主なものとなりま

す。 

○副議長（川村主税） １１時２０分まで暫時

休憩といたします。 

午前１０時５９分 休憩 

────────────── 

午前１１時２０分 再開 

○副議長（川村主税） 休憩前に引き続き、再

開いたします。 

議案第８号令和８年度七飯町一般会計予算の

提案説明を続けます。 

行財政改革担当統括監兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 一般会計６０ページの３款民生費から続

けてまいりたいと思います。 

３款民生費、１項１目社会福祉総務費は、本

年度４億１,７９６万２,０００円で、前年度と

比較して１,４１２万１,０００円の増でござい

ます。 

主に社会福祉業務の全般にわたる経費を計上

しており、前年度との比較では、事業別の社会

福祉総務費、６３ページの１２節委託料のうち

総合保健福祉計画の策定委託料５８５万２,０

００円、下段の国民健康保険特別会計繰出で前

年度に比べ金６１９万円の増が主なものとなり

ます。 

次に、６６ページの２目高齢者福祉費は、本

年度５億１,７２２万１,０００円で、前年度と

比較して１,５５８万５,０００円の減でござい

ます。 

主に高齢者福祉の増進に係る経費を計上して

おり、前年度との比較では、事業別の高齢者支

援事業費、１９節扶助費のうち高齢者施設入所

措置費で１,８９９万２,０００円の減が主なも

のとなります。 

次に、３目高齢者医療助成費は、本年度６億

１,１８８万９,０００円で、前年度と比較して

２,２６９万７,０００円の減でございます。 

後期高齢者医療への負担金、特別会計への繰

出金を計上するもので、後期高齢者医療療養給

付費負担金で４,０２２万９,０００円の減、次

のページの後期高齢者医療特別会計繰出金で

１,７５３万２,０００円の増となります。 

次に、４目障がい者福祉費は、本年度１３億

１,６２０万６,０００円で、前年度と比較して

９,９４４万１,０００円の増でございます。 

主に障がい者福祉の増進に係る経費を計上し

ており、前年度との比較では、事業別の障がい

者福祉費、１９節扶助費全体で９,９２３万円

の増が主なものとなります。 

次に、７０ページの５目障がい者医療助成費
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は、本年度１億２,５０９万９,０００円で、前

年度と比較して５万４,０００円の減でござい

ます。 

障がい者の医療費に対する助成が主なもの

で、前年度とほぼ同額の予算計上となっている

ものでございます。 

次に、６目社会福祉施設費は、本年度４,５

３２万３,０００円で、前年度と比較して２３

万６,０００円の増でございます。 

就労継続支援施設ぽぽろ館やゲートボール場

などの指定管理料のほか、福祉・介護職員処遇

改善加算分の負担金が主なものとなります。 

次に、２項１目児童福祉総務費は、本年度７

億７,７３３万４,０００円で、前年度と比較し

て１,２２０万９,０００円の減でございます。 

主に児童福祉業務の全般にわたる経費を計上

しており、前年度との比較では、事業別の児童

福祉総務費、７３ページの１２節委託料のうち

令和８年度から開始する乳児等通園支援事業

（こども誰でも通園制度）の委託料に４９４万

４,０００円、７５ページの令和７年度に引き

続き保育所等副食費物価高騰援事業費（交付金

事業）に１,８３０万円を計上したほか、児童

手当支給費では対象児童数の減少から前年度に

比べて４,４１３万３,０００円の減となってお

ります。 

次に、２目児童措置費は、本年度９億９,５

１４万円で、前年度と比較して６,００６万６,

０００円の増でございます。 

主に、町立保育所の運営及び施設管理に要す

る費用、民間の認定こども園、幼稚園、保育所

などを対象とした施設運営に係る給付費を計上

しており、前年度との比較では、７７ページの

子ども・子育て支援給付事業費、１２節委託料

全体で４,９９２万２,０００円の増が主なもの

となります。 

次に、７８ページの３目児童等医療助成費

は、本年度１億７,６９５万９,０００円で、前

年度と比較して８５４万５,０００円の減でご

ざいます。 

主に児童等の医療費に対する助成で、前年度

との比較では、事業別の子ども医療助成費、１

９節扶助費の子ども医療助成扶助費で７５７万

４,０００円の減が主なものとなります。 

次に、４目青少年育成対策費は、本年度２２

３万３,０００円で、前年度と比較して１５７

万１,０００円の増でございます。 

青少年の健全育成を図るための事業、青少年

指導員の活動費などを計上しているものでござ

います。 

次に、３項１目災害救助費は、本年度３６万

円で、前年度と同額の予算計上でございます。 

七飯町罹災者救護条例に基づく災害見舞金を

計上しているものでございます。 

続いて、４款衛生費、１項１目保健衛生総務

費は、本年度２億７,９９１万２,０００円で、

前年度と比較して２億３,２２６万６,０００円

の増でございます。 

主に休日当番医、救急医療対策に係る経費の

ほか、水道事業会計に対する一般会計からの繰

出金を計上するもので、前年度との比較では、

８１ページの物価高騰対応上下水道料減免支援

事業費（交付金事業）の２億３,４４３万２,０

００円の計上が、予算全体を増加させているも

のでございます。 

次に、２目予防費は、本年度１億２,６００

万４,０００円で、前年度と比較して４１７万

１,０００円の減でございます。 

主に防疫、疾病予防等の予防接種、母子保健

対策に係る乳幼児及び妊産婦の検診、町民の健

康増進を図るための各種健康診査に係る経費を

計上しており、前年度との比較では、事業別の

母子保健疾病予防等対策費、８３ページの１２

節委託料のうち予防接種委託料で１,０３３万

５,０００円の減が主なものとなります。 

次に、８４ページの３目環境衛生費は、本年

度２,９７５万円で、前年度と比較して２６８

万９,０００円の減でございます。 

主に環境衛生業務の全般にわたる経費のほ

か、有害鳥獣の駆除及び対策、火葬場及び墓地

の管理に要する経費を計上しており、前年度と

の比較では、８９ページの火葬場及び墓地管理

費で火葬場の空調設備改修工事が終了したこと

による減が主なものとなります。 
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次に、４目環境保全対策費は、本年度１,９

１３万３,０００円で、前年度と比較して３３

万５,０００円の減でございます。 

主に自然環境の保全及び生活環境対策に係る

経費を計上しており、大沼湖、小沼湖及び河川

の水質検査、空き地の雑草刈り取り業務、合併

処理浄化槽の設置整備補助金などを計上してい

るものでございます。 

次に、９０ページの５目保健センター管理費

は、本年度６７３万３,０００円で、前年度と

比較して１１４万２,０００円の増でございま

す。 

保健センターの施設管理に要する費用が主な

ものとなります。 

次に、９２ページの６目健康センター管理費

は、本年度６,９９０万１,０００円で、前年度

と比較して２５０万円の増でございます。 

健康センターの運営及び施設管理に要する費

用を計上しており、前年度との比較では、職員

給与の改定等により、会計年度任用職員の雇用

費の増が主なものとなります。 

次に、２項１目清掃総務費は、本年度８６２

万５,０００円で、前年度と比較して７６４万

４,０００円の減でございます。 

主に廃棄物対策及びリサイクルの推進に係る

経費を計上しており、前年度との比較では、事

業別の廃棄物対策費で一般廃棄物処理基本計画

の策定事務が終了したことによる減が主なもの

となります。 

次に、９４ページの２目塵芥処理費は、本年

度５億１,４２０万円で、前年度と比較して６

７万１,０００円の減でございます。 

主に一般廃棄物の収集運搬、クリーンセン

ター及びリサイクルセンターの施設管理のほ

か、渡島廃棄物処理広域連合への負担金を計上

するもので、前年度との比較では、事業別の廃

棄物処理費で、１８節負担金、補助及び交付金

の渡島廃棄物処理広域連合負担金２６７万円の

減が主なものとなります。 

次に、３目し尿処理費は、本年度９,８４３

万９,０００円で、前年度と比較して、１,５７

６万円の増でございます。 

七飯町及び北斗市で構成する南渡島衛生施設

組合に対するし尿処理費の負担金を計上するも

ので、し尿処理費の実績割合に応じて負担金を

支出するものでございます。 

続いて、５款労働費、１項１目労働諸費は、

本年度４,０００万５,０００円で、前年度と比

較して２０万円の減でございます。 

労働環境の整備、支援に係る経費の計上が主

なものですが、前年度と比較では、９７ページ

の特定求職者雇用支援補助金で２０万円を減額

しているものでございます。 

次に、６款農林水産業費、１項１目農業委員

会費は、本年度８６２万５,０００円で、前年

度と比較して１５万１,０００円の増でござい

ます。 

農業委員１４名、農地利用最適化推進委員６

名の報酬、費用弁償のほか、農業委員会の運営

に要する経費の計上が主なものとなります。 

次に、２目農業総務費は、本年度８４万９,

０００円で、前年度と比較して５万３,０００

円の減でございます。 

農業政策全般にわたる経費のほか、各種団体

への加盟負担金の計上が主なものとなります。 

次に、９８ページの３目農業振興費は、本年

度２,３０３万２,０００円で、前年度と比較し

て８６万４,０００円の減でございます。 

農業者への支援対策及び経営所得安定化に資

する各種の振興策に係る経費を計上しており、

前年度との比較では、事業別の農業支援対策事

業費で、草地畜産基盤整備事業負担金の８６万

７,０００円の減が主なものとなります。 

次に、４目農地費は、本年度６,０５７万４,

０００円で、前年度と比較して６２７万３,０

００円の減でございます。 

主に土地改良事業、農道及び農業施設の維持

管理、農業基盤整備事業に係る経費を計上して

おり、前年度との比較では１０１ページの道営

農業基盤整備事業費で道営農業農村整備事業負

担金４５０万２,０００円の減が主なものとな

ります。 

次に、５目町営牧場運営費は、本年度１,４

６８万６,０００円で、前年度と比較して６万
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３,０００円の減でございます。 

城岱牧場の運営及び施設管理に要する費用が

主なものとなります。 

次に、１０２ページの２項１目林業費は、今

年度４,８６３万９,０００円で、前年度と比較

して５２０万３,０００円の増でございます。 

林業政策全般にわたる経費のほか、林道及び

町有林の整備・保全に要する経費を計上してお

り、前年度との比較では、事業別の林業費で１

４節工事請負費の幹線林道精進川線橋梁補修工

事３,５００万２,０００円を計上したことによ

る増が主なものとなります。 

次に、１０４ページの３項１目水産業費は、

本年度８万３,０００円で、前年度と同額の予

算計上でございます。 

内水面漁業の振興に要する経費の計上が主な

ものとなります。 

続いて、７款商工費、１項１目商工費は、本

年度１億２,３２３万３,０００円で、前年度と

比較して１,６０８万４,０００円の増でござい

ます。 

商工業の振興に資する事業、経営安定化のた

めの支援事業、特産品等の販売促進、ふるさと

納税に係る事業費の計上で、前年度との比較で

は、１０７ページのふるさと納税事業費で寄附

金の受入額増加を図り、事業費全体で１,１６

８万５,０００円の増が主なものとなります。 

次に、２目観光費は、本年度４,７６６万円

で、前年度と比較して６３万１,０００円の減

でございます。 

観光業の振興に資する事業及び観光施設等の

管理に要する経費を計上しており、前年度との

比較では、事業別の観光費で１２節委託料に地

域おこし協力隊員の活動業務費１,０９８万４,

０００円を計上したほか、令和７年度まで実施

していた恋人の聖地観光関連事業が終了したこ

とによる事業費の減が主なものとなります。 

次に、１０８ページの３目国際交流プラザ管

理費は、本年度２,３３２万７,０００円で、前

年度と比較して３３６万円の増でございます。 

観光案内所大沼国際交流プラザの運営及び施

設管理に要する指定管理料の計上となってござ

います。 

次に４目道の駅管理費は、本年度３,５５３

万円で、前年度と比較して１０７万８,０００

円の増でございます。 

道の駅なないろ・ななえの運営及び施設管理

に要する指定管理料のほか、浄化槽関連の保守

管理業務委託料を町管理として新たに計上する

ものでございます。 

次に、１１０ページの８款土木費、１項１目

土木総務費は、本年度１,９４１万４,０００円

で、前年度と比較して４６２万３,０００円の

減でございます。 

主に土木作業車の運行管理費、車両センター

及び水防センターの施設管理費、建築指導に係

る経費を計上しており、前年度との比較では、

事業別の土木作業車管理費、１０節需用費のう

ち自動車消耗品費で２８３万２,０００円の減

が主なものとなります。 

次に、１１２ページの２項１目道路橋りょう

維持費は、本年度３億４８８万１,０００円

で、前年度と比較して２,１６３万３,０００円

の増でございます。 

主に町道及び橋梁の維持管理費、除排雪に要

する経費を計上しており、前年度との比較で

は、１１５ページの除排雪対策費、１２節委託

料の町道等除雪委託料で１,２０１万２,０００

円の増が主なものとなります。 

次に、２目道路橋りょう新設改良費は、本年

度４億２,８１６万６,０００円で、前年度と比

較して４,８０５万４,０００円の増でございま

す。 

主に町道等単独改良事業費、社会資本整備総

合交付金事業費に係る経費を計上しており、前

年度との比較では、事業別の町道等単独改良事

業費で北海道の河川改修事業に伴う久根別川の

橋梁架替事業により、事業全体で２億８,４６

０万円を計上したことによる増が主なものとな

ります。 

次に、１１６ページの３項１目河川費は、本

年度６９９万２,０００円で、前年度と比較し

て４,３９９万９,０００円の減でございます。 

町管理の河川に関する維持管理及び改良事業
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に係る経費を計上しており、前年度との比較で

は、河川改良事業の計上を政策予算で判断する

こととしたため、これらに係る事業費の減が主

なものとなります。 

次に、４項１目都市計画費は、本年度８２万

６,０００円で、前年度と比較して２万円の増

でございます。 

主に都市計画全般にわたる事務費のほか、都

市計画審議会の開催に要する経費を計上してい

るものでございます。 

次に、１１８ページの２目公園費は、本年度

２,５３８万２,０００円で、前年度と比較して

２,８８９万５,０００円の減でございます。 

主に都市公園及び総合公園の維持管理に要す

る経費を計上しており、前年度との比較では、

事業別の公園整備管理費で、都市公園等施設改

修事業の計上を政策予算で判断することとした

ため、これらに係る事業費の減が主なものとな

ります。 

次に、３目公共下水道費は、本年度１億１４

２万２,０００円で、前年度と比較して４６４

万９,０００円の減でございます。 

地方公営企業法の適用を受ける下水道事業会

計に対する繰出金でございます。 

次に、４目都市環境整備費は、本年度２０５

万８,０００円で、前年度と比較して２５４万

１,０００円の減でございます。 

都市環境の美観保全等に要する経費を計上し

ており、前年度との比較では、地域環境整備工

事の計上を政策予算で判断することとしたた

め、これに係る工事請負費の減が主なものとな

ります。 

次に、１２０ページの５項１目住宅管理費

は、本年度１,５６０万５,０００円で、前年度

と比較して１億１,５０５万９,０００円の減で

ございます。 

町営住宅の維持管理に要する経費のほか、社

会資本整備総合交付金事業による住宅整備に係

る事業費を計上しており、前年度との比較で

は、町営住宅の長寿命化改修事業及び老朽空き

家除却事業の計上を政策予算で判断することと

したため、これらに係る事業費の減が主なもの

となります。 

続いて、９款消防費、１項１目消防施設費

は、本年度７億１,３２３万３,０００円で、前

年度と比較して８,１２２万円の増でございま

す。 

北斗市、七飯町及び鹿部町で構成する南渡島

消防事務組合の負担金を計上しており、前年度

との比較では、令和７年度に更新した七飯消防

署の消防車両及び救急車両、消防本部で整備し

た消防指令システム、デジタル無線機更新事業

に係る起債償還の開始により、公債費分で６,

０９１万４,０００円の増が主なものとなりま

す。 

次に、２目災害対策費は、本年度８,５１０

万７,０００円で、前年度と比較して８,０２１

万９,０００円の増でございます。 

災害の予防及び対策に係る経費を計上してお

り、前年度との比較では、１２３ページの防災

行政無線管理費、１２節委託料の防災行政無線

親局設備等更新委託料に７,７６９万３,０００

円を計上したことによる増が主なものとなりま

す。 

続いて、１０款教育費、１項１目教育委員会

費は、本年度２０７万３,０００円で、前年度

と比較して２０万３,０００円の増でございま

す。 

教育委員会委員４名の報酬、費用弁償のほ

か、教育委員会の運営に係る経費の計上が主な

ものとなります。 

次に、１２４ページの２目事務局費は、本年

度１億２,９９３万１,０００円で、前年度と比

較して２２９万６,０００円の減でございま

す。 

教育委員会事務局の業務全般にわたる経費の

ほか、学校教育に関する各種の負担金及び補助

金、スクールバスの運行経費、町内小中学校の

教員住宅の営繕等に係る経費の計上が主なもの

で、前年度との比較では、１２９ページのス

クールバス運行費で令和７年度に購入予算を計

上したスクールバスの更新が終了したことによ

る減が主なものとなります。 

次に、３目地域センター管理費は、本年度１
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８２万９,０００円で、前年度と比較して１３

万３,０００円の減でございます。 

鶴野地域センターの施設管理に要する費用が

主なものとなります。 

次に、１３０ページの２項１目小学校費の学

校管理費は、本年度２億４,９６６万２,０００

円で、前年度と比較して１億７１８万１,００

０円の増でございます。 

主に各小学校の施設管理に要する費用、児童

の健康診断、小学校の営繕等に係る経費を計上

しており、前年度との比較では、事業別の小学

校管理運営費、１７節備品購入費の学習用タブ

レット端末購入費に９,４５６万３,０００円を

計上したことによる増が主なものとなります。 

次に、１３２ページの２目教育振興費は、本

年度６６７万６,０００円で、前年度と比較し

て２０４万８,０００円の減でございます。 

主に準要保護児童の就学援助費、特別支援教

育の就学奨励費を計上しており、前年度との比

較では、学校給食の無償化負担軽減により、特

別支援教育就学奨励費で２２９万９,０００円

の減となっております。 

次に、３項１目中学校費の学校管理費は、本

年度１億４,５３６万５,０００円で、前年度と

比較して４,６６６万２,０００円の増でござい

ます。 

主に各中学校の施設管理に要する費用、生徒

の健康診断、中学校の営繕等に係る経費を計上

しており、前年度との比較では、１３５ページ

の中学校管理運営費、１７節備品購入費の学習

用タブレット端末購入費に５,１９１万７,００

０円を計上したことによる増が主なものとなり

ます。 

次に、１３６ページの２目教育振興費は、本

年度９７８万５,０００円で、前年度と比較し

て１９万６,０００円の増でございます。 

主に準要保護生徒の就学援助費、特別支援教

育の就学奨励費を計上しており、前年度との比

較では、ほぼ同額の予算計上となっているもの

でございます。 

次に、４項１目社会教育総務費は、本年度３

７４万８,０００円で、前年度と比較して６万

５,０００円の増でございます。 

社会教育委員８名の報酬、費用弁償のほか、

老人大学の開校、二十歳の集いの開催、町内会

館の運営の補助に要する経費の計上が主なもの

で、前年度との比較では、ほぼ同額の予算計上

となっているものでございます。 

次に、１３８ページの２目文化振興費は、本

年度１,９２１万６,０００円で、前年度と比較

して９９万２,０００円の増でございます。 

主に公民館講座、文化祭の開催、図書室及び

公民館の施設管理に要する費用を計上してお

り、前年度との比較では、事業別の図書室管理

費で図書のデータベース化によるシステム使用

料など、１３節使用料及び賃借料に９７万５,

０００円を計上したことによる増が主なものと

なります。 

次に、１４０ページの３目社会教育施設振興

費は、本年度１億２,０９９万円で、前年度と

比較して５７１万３,０００円の増でございま

す。 

文化センター、大中山コモン、大沼婦人会

館、社会教育施設の維持管理に要する費用を計

上しており、前年度との比較では、事業別の文

化センター管理費、１２節委託料のうち労務費

単価の上昇等により施設清掃業務、設備運転管

理業務などの委託料の増が主なものとなりま

す。 

次に、１４６ページの４目文化財保護費は本

年度１,３２３万３,０００円で、前年度と比較

して５９万３,０００円の増でございます。 

文化財保護審議会委員４名の報酬、費用弁償

のほか、文化財保護施設管理、史跡管理、歴史

館の運営及び施設管理に要する費用の計上が主

なもので、前年度との比較では、事業別の歴史

館管理費、１２節委託料のうち施設清掃業務委

託料で５５万６,０００円の増が主なものとな

ります。 

次に、１４８ページの５項１目保健体育総務

費は、本年度９,７７７万６,０００円で、前年

度と比較して９６６万３,０００円の増でござ

います。 

スポーツ推進委員１２名の報酬、費用弁償の
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ほか、各種大会の開催に対する負担金・補助

金、スポーツチームの合宿誘致、スポーツセン

ター等の体育施設の維持管理に要する費用の計

上が主なもので、前年度との比較では、事業別

のスポーツ合宿事業費で日本プロサッカーリー

グのＪ１チームや実業団陸上競技チームなどの

合宿受入れにより、事業費全体で３６１万５,

０００円の増が主なものとなります。 

次に、１５２ページの２目学校給食費は、本

年度２億７,６３９万９,０００円で、前年度と

比較して２,５７６万３,０００円の増でござい

ます。 

学校給食センターの運営及び施設管理に要す

る費用の計上が主なもので、前年度との比較で

は、１５５ページの学校給食負担軽減事業費で

令和８年度から国の支援による学校給食の無償

化が開始されるもので、８,１１８万９,０００

円を計上しているものでございます。 

続いて、１１款災害復旧費は、１項１目農業

用施設災害復旧費、次のページの２項１目道路

橋梁災害復旧費、２目河川災害復旧費として、

前年度と同額の事業予算を計上しており、令和

８年度も１１款災害復旧費の合計で１,５００

万円の予算計上となっているものでございま

す。 

次に、１２款公債費、１項１目元金は、本年

度１１億４０１万７,０００円で、前年度と比

較して４,９２３万４,０００円の減でございま

す。 

次に、２目利子は、本年度１億８１９万８,

０００円で、前年度と比較して３,７２７万７,

０００円増でございます。 

昨今の借入率の上昇から、長期債利子償還金

で３,５７７万８,０００円の増、一時借入金利

子で１４９万８,０００円の増でございます。 

続いて、１３款職員費、１項１目職員給与費

は、本年度１６億１,５６３万６,０００円で、

前年度と比較して５,０７１万８,０００円の増

でございます。 

特別職３名、一般職１６８名、再任用職員６

名及び会計年度任用職員の給与費等をこの目に

計上しておりますが、給与改定等に伴う増加

分、または昇給及び新規採用職員の増加分など

で、報酬及び給料３，８０４万４,０００円、

職員手当等１,８６４万円などが増加の主なも

のとなります。 

次に、１５８ページの２目職員諸費は、本年

度６０５万円で、前年度と比較して４９万２,

０００円の減でございます。 

職員の福利厚生及び研修に係る経費を計上し

ており、前年度との比較では、事業別の職員等

諸費、１８節負担金、補助及び交付金の職員総

合健診利用助成金で１９万２,０００円の減が

主なものとなります。 

最後に、１６０ページの１４款１項１目予備

費は、本年度７５０万円で、前年度と比較して

２５０万円の増でございます。 

以上、簡単ではございますが、歳出予算の説

明となります。 

引き続き歳入予算の説明をさせていただきま

すので、当初予算書の１２ページにお戻り願い

ます。 

初めに、１款町税は、本年度３０億６,２０

２万９,０００円で、前年度と比較して７,５９

３万５,０００円の増、率で２.５％の増加でご

ざいます。 

町税の各項の内訳となりますが、１項町民税

は、個人所得割の増加見通しにより、前年度に

比べ、５,４３３万７,０００円増の１２億９,

８０３万３０００円を計上。 

２項固定資産税は、家屋及び償却資産の増加

見通しにより、前年度に比べ、２,６０９万５,

０００円増の１４億３,７６８万２,０００円。 

３項軽自動車税は、令和８年度の地方税制改

正により、環境性能割が廃止されることから、

前年度に比べて３２１万２,０００円減の９,６

１６万６,０００円を計上。 

４項たばこ税は、昨今の減収傾向から減額を

見込み、前年度に比べ、３３３万５,０００円

減の２億１,１０９万８,０００円。 

５項入湯税は、昨今の増収傾向から増額を見

込み、前年度に比べ、２０５万円増の１,９０

５万円を計上しているものでございます。 

次に、２款地方譲与税から１６ページの１１



 － 22 － 

款交通安全対策特別交付金までは、令和７年度

の決算見込み、または国から示された令和８年

度の地方財政計画を基に起算し、予算計上して

いるところでございますが、各款の内訳につい

ては、次のとおりとなります。 

２款地方譲与税は、本年度１億２,７９０万

円で、前年度と比較して３１０万円の減、率で

２.４％の減少でございます。 

地方譲与税については、令和７年度の税制改

正により、地方揮発油税が当分の間、税率の廃

止、いわゆる暫定税率の廃止により、地方分と

して交付される地方揮発油税の減収分を５００

万円と見込んでいるものでございます。 

次に、１４ページの３款利子割等交付金は、

本年度２,２６０万円で、前年度と比較して１,

０００万円の増、率で７９.４％の増加。 

４款株式等譲渡所得割交付金は、本年度２,

０９０万円で、前年度と比較して４００万円の

増、率で２３.７％の増加。 

５款法人事業税交付金は、本年度４,６００

万円で、前年度と比較して１９０万円の増、率

で４.３％の増加。 

６款地方消費税交付金は、本年度７億７,６

８０万円で、前年度と比較して９,４５０万円

の増、率で１３.９％の増加。 

７款ゴルフ場利用税交付金は、本年度１,０

００万円で、前年度と比較して１３０万円の

増、率で１４.９％の増加。 

８款自動車税環境性能割交付金は、軽自動車

税の環境性能割と同様に、令和８年度から廃止

となるため、令和７年度課税分の残余を受け入

れる科目として、予算１,０００円のみを計上

しているものでございます。 

次に、９款地方特例交付金は、本年度５,７

７０万円で、前年度と比較して２,１３９万９,

０００円の増、率で５８.９％の増加でござい

ます。 

地方特例交付金については、国の税制改正に

より、これまでの個人住民税における住宅借入

金等特別税額控除による減収額に加え、令和８

年度から減収となる自動車税及び軽自動車税の

環境性能割の廃止による減収額、さらに地方揮

発油税の暫定税率の廃止による減収額の全額

を、国から地方特例交付金により補塡されるも

のでございます。 

次に、１６ページの１０款地方交付税は、本

年度３９億２００万円で、前年度と比較して１

億４,５２０万円の増、率で３.９％の増加でご

ざいます。 

１７ページの地方交付税の内訳ですが、普通

交付税は３６億９,２００万円で、前年度に比

べ、１億３,５２０万円の増、特別交付税は２

億１,０００万円で、前年度に比べ、１,０００

万円の増加を見込み、国から示された令和８年

度の地方財政計画等を参考に予算計上している

ものでございます。 

次に、１１款交通安全対策特別交付金は、本

年度２１０万円で、前年度と比較して５０万円

の減、率で１９.２％の減少。 

１２款分担金及び負担金は、本年度１億５,

４７５万８,０００円で、前年度と比較して６

６８万円の増、率で４.５％の増加となりま

す。 

内訳は、１項分担金が７９９万６,０００円

増の４,３９２万２,０００円、２項負担金が１

３１万６,０００円減の１億１,０８３万６,０

００円で、増加の要因は、１目総務費分担金に

計上した戸籍システム共同利用事務委託分担金

の８８６万３,０００円の増が主なものでござ

います。 

次に、１３款使用料及び手数料は、本年度２

億１,３０７万８,０００円で、前年度と比較し

て６４２万８,０００円の減、率で２.９％の減

少となります。 

内訳は、１項使用料が５４４万３,０００円

減の１億７,７４７万７,０００円、次のページ

の２項手数料が９８万５,０００円減の３,５６

０万１,０００円となります。 

減少の要因は、２目衛生使用料に計上した健

康センター使用料の４５８万４,０００円の減

が主なものでございます。 

次に、２０ページの１４款国庫支出金は、本

年度２１億５,７７５万７,０００円で、前年度

と比較して１億２,４３８万４,０００円の増、
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率で６.１％の増加となります。 

内訳は、１項国庫負担金が２,６５２万３,０

００円増の１５億６,５８７万９,０００円、２

項国庫補助金が９,７８４万５,０００円増の５

億８,５４３万６,０００円、次のページの３項

委託金が１万６,０００円増の６４４万２,００

０円。 

増加の主な要因は、１目総務費国庫補助金に

計上した物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金（推奨事業分）の２億７,２３０万７,００

０円によるもので、歳出予算の物価高騰対応上

下水道料減免支援事業、保育所等副食費物価高

騰援事業、学校給食物価高騰支援事業の財源に

充てられるものでございます。 

次に、１５款道支出金は、本年度１４億１,

５１４万２,０００円で、前年度に比較して３

億３,４９０万７,０００円の増、率で３１.０

％の増加となります。 

内訳は、１項道負担金が３億７０１万９,０

００円増の１１億２４１万５,０００円、２項

道補助金が６,４７９万１,０００円増の２億

６,８７６万６,０００円、次のページの３項委

託金が３,６９０万３,０００円減の４,３９６

万１,０００円で、増加の主な要因は、３目土

木費道負担金に計上した久根別川橋架替事業負

担金２億６,６５５万６,０００円によるもので

ございます。 

次に、２６ページの１６款財産収入は、本年

度１,６７２万９,０００円で、前年度と比較し

て６９５万２,０００円の減、率で２９.４％の

減少となります。 

内訳は、１項財産運用収入が４３２万７,０

００円増の１,６６１万３,０００円、２項財産

売払収入が１,１２７万９,０００円減の１１万

６,０００円。 

減少の主な要因は、事業実施に伴い売却益が

予定される間伐材売払収入の計上を政策予算で

判断するとした町有林整備事業の実施に合わせ

て予算計上いたします。 

次に、１７款寄附金は、本年度１億２,０５

０万２,０００円で、前年度と比較して２,００

０万円の増、率で１９.９％の増加でございま

す。 

令和８年度のふるさと納税寄附金について

は、目標額を１億２,０００万円とし、令和７

年度に引き続き受入額の増加に努めてまいりた

いと考えております。 

次に、１８款繰入金は、本年度１億８,８８

８万２,０００円で、前年度と比較して１億２,

２６７万８,０００円の減、率で３９.４％の減

少でございます。 

内訳で、１項基金繰入金については、次の

ページの特定の事業の推進に充てるため、特定

目的基金費から合計６,１３４万７,０００円を

繰り入れており、昨今の物価高騰、人件費等の

上昇には財政調整基金から８,５７２万３,００

０円を繰り入れ、令和８年度の当初予算を編成

しています。 

次に、１９款繰越金は、本年度７５０万円を

計上しており、令和８年度から歳出予算の予備

費を７５０万円に引き上げたことに伴いまし

て、予備費と同額の予算計上にしたものでござ

います。 

次に、２０款諸収入は、本年度３億４,５４

２万２,０００円で、前年度と比較して１億２,

１６５万２,０００円の増、率で５４.４％の増

加でございます。 

内訳は、１項延滞金、加算金及び過料から４

項受託事業収入までは前年度と同額程度の予算

計上となりますが、次のページの５項雑入で１

億１,９７７万４,０００円増の２億４,９３４

万８,０００円を計上しているものでございま

す。 

増加の主な要因ですが、３５ページのデジタ

ル基盤改革支援補助金の１億５,４０５万６,０

００円の計上によるもので、歳出予算の総合行

政情報システム標準化委託料の財源に充てられ

るものでございます。 

次に、２１款町債は、本年度２億９,２２０

万円で、前年度と比較して１億３,３２０万円

の減、率で３１.３％の減少となります。 

令和８年度は骨格予算編成でありますが、当

年度中に事業完了が必要な事業、または北海道

の事業実施に伴う関連事業、北海道教育庁との
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共同調達による物品購入など、当初予算に計上

が必要な事業債のみの発行にとどめているもの

でございます。 

最後に、財務負担行為及び地方債限度額の説

明となりますので、予算書７ページの第２表、

第３表にお戻り願います。 

初めに、第２表の債務負担行為の設定で、総

合行政情報システム機器譲渡取得費、商工業経

営安定資金融資利子補給金の２事業について、

期間、債務負担行為の限度額を、議案に記載の

とおり定めるものでございます。 

次に、第３票の地方債の設定で、環境衛生施

設整備事業から末尾の学習用タブレット端末整

備事業の８事業について、起債の限度額、起債

の方法、利率、償還の方法を、議案に記載のと

おり定めるものでございます。 

以上、簡単ではございますが、令和８年度当

初予算の提案説明となります。 

よろしく御審議を賜りますよう、お願い申し

上げます。 

○副議長（川村主税） 午後１時まで暫時休憩

といたします。 

午後０時０３分 休憩 

────────────── 

午後１時００分 再開 

○副議長（川村主税） 休憩前に引き続き、再

開いたします。 

議案第８号令和８年度七飯町一般会計予算に

ついて、これより質疑を許しますが、質疑は総

括、歳出、歳入、債務負担行為、地方債の順で

行います。 

なお、歳出は款ごとに行います。 

初めに、総括的な質疑を許します。 

神﨑委員。 

○２番（神﨑和枝） 画面があちら行ったり、

こちらに行ったりで、ごめんなさい。 

数字とかを合わせるが大変なのですけれど

も、今回、骨格予算ということが強く言われて

おりますが、前年度の当初予算よりも総額が６

億７,８００万以上増えています。 

特に物価高騰で国からの予算も入るという水

道料の２億４,０００万円ですか。 

そのほか、４億幾らが骨格予算の中で増えて

いるという点でございますが、その辺は丁寧に

財政課長からお答えいただきましたけれども、

端的に、物価高騰だけのものなのか、もっと要

因があるのか。 

小中学校のパソコンも替えなければいけない

時期になっているということで、その分も入っ

ていると思うのですけれども、もう一度、端的

に何かもっとあるのかということをお知らせい

ただきたいと思います。 

○副議長（川村主税） 行財政改革担当統括監

兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 総括的なお話でありますけれども、先ほ

ど神﨑議員がおっしゃったように、今回の骨格

予算編成でございますが、骨格予算編成ながら

も、継続的な事業については引き続き予算に計

上しているものでございます。 

その中でも、国からの支援事業であります物

価高対策に伴う３事業、保育所等副食費、上下

水道料、学校給食の無償化事業ということで、

こちらに３億円程度が計上されています。 

また、扶助費につきましても、最近、増加傾

向にあることから、障がい者福祉が１億円程度

増えているというものも要素にございます。 

また、保育所等の施設給付費につきまして

は、最近の職員の人件費の高騰によるものなど

に絡んで、人件費、物価分とかが上がっており

ます。 

また、施設管理に伴うものとか、町道の除排

雪とかの委託料につきましても、経常経費であ

りながら、増加傾向が続いています。 

あと、今回、継続事業ではありますけれど

も、引き続き年度開始当初から事業を進めなけ

ればならない事業も何点かございます。 

例えば、北海道からの河川改修事業に伴っ

て、今回、久根別川の橋梁河川工事も進めます

が、この部分についても約２億８,４６０万円

の事業費が計上されております。 

先ほど議員もおっしゃったように、学習用の

タブレットも合計で約２億１,０００万円程度

あり、これらを合わせまして約６億８,０００
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万円程度、骨格予算編成でありながら、去年を

上回る過去最大の予算となったものでございま

す。 

以上です。 

○副議長（川村主税） 神﨑和枝議員。 

○２番（神﨑和枝） 先ほど政策予算も合わせ

てというような言い方が含まれていたかなと。

何回か課長がおっしゃっていたのですけれど

も。 

そういった河川改修とか、この歳出の節別の

一覧も見ていて、２１節の補償、補填及び賠償

金ということで、このような形になると、政策

的な分野に入るのかなと感じていたのですが、

その辺りをもう少しお知らせください。 

○副議長（川村主税） 行財政改革担当統括監

兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 節別集計の中の補償、補填及び賠償金に

ついておっしゃっていたかと思います。 

これは久根別川の河川改修事業に伴って、事

業一体として、今回、予算に計上したものでご

ざいますから、工事に併せた移転補償物件とし

ての水道工事の移設補償などが当初予算に計上

されたというものでございます。 

そのほか、政策判断が必要なものなどについ

ては、当初から除いたものもございます。 

継続事業で進めておりますけれども、社会資

本整備総合交付金事業で行っている町営住宅の

改修事業や除却事業につきましても、改選を迎

えた後に、政策予算の中で計上し、判断してい

きたいと考えております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

田村議員。 

○７番（田村敏郎） １点だけちょっと教えて

いただきたいと思います。 

令和８年度は１２９億４,０００万円で、前

年度比６億７,８００万円増となっています。 

これについては、骨格予算といえども、通常

の予算規模の範囲ではないかと思うのですけれ

ども、さらにこの骨格予算のほかに政策予算

が、加わるか加わらないかは別問題にして、加

わるとすれば、財政当局でどのくらいの額を見

込んでいるのか、そこら辺を教えていただきた

いと思います。 

○副議長（川村主税） 行財政改革担当統括監

兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 今回、政策予算を抜いた骨格予算といえ

ども、査定においては、こちらの経費は政策予

算で行うか、今年度の計上は見送るか、保留案

件として残すかというものを、一度議論してお

ります。 

最終的な数字は確定していませんので、幾ら

まで対応できるかというものを明確に答えるこ

とはできませんけれども、ある程度の工事費、

ある程度と言いますか、先ほど言ったような政

策予算案件にしております例えば町営住宅の改

修事業、もしくは都市公園施設の改修事業な

ど、工事関連の予算になりますけれども、これ

らを政策予算で判断して、計上する、計上しな

いということになるかと思います。 

今のところ、具体的にどのくらいの額を想定

しているか、明確にお答えできないことについ

ては申し訳ございません。そのような回答にな

ります。 

以上です。 

○副議長（川村主税） 田村議員。 

○７番（田村敏郎） 今、工事名の中で、こう

いうもの、ああいうものという話ですけれど

も、実際、政策になると、首長のいろいろな考

え方があると思うのですよね。 

いろいろ議論したような話ですけれども、財

調であるとか、起債であるとか、いろいろなも

のがあるわけですよ。 

それで、今後の展望に向けた計画の中で、大

体このくらいは何とか少しでも……。 

そもそも政策予算というのは、町を悪くする

わけではないですから、町民の幸せを願って、

こういうものをやってみたい、ああいうものを

やってみたいという考え方で政策を出していく

わけですから、もう少し具体的にお示しを願い

たいと思います。 

○副議長（川村主税） 行財政改革担当統括監



 － 26 － 

兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 先ほども申し上げましたとおり、通常の

予算編成という形で各課からの要求を受けてお

ります。 

その中で、政策予算扱いにしたもの、もしく

は計上を見送ったもの、町長協議案件、保留案

件としたものなどがございますので、全てが全

て、色がついて、これがよしとか、悪いとか、

載せる、載せないというふうに判断されたもの

ではございません。 

トータルの額として、今現在、まとめており

ませんので、その旨、御理解いただきたいと思

います。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

中川議員。 

○９番（中川友規） 先ほどと同じようなこと

かもしれませんけれども、令和８年度の１２９

億４,０００万円は骨格予算で、この金額とい

うことですけれども、昨年であれば、骨格予算

ではないのに、この金額以下、１２５億円か、

それくらいだったと思います。 

今回の１２９億４,０００万円の骨格予算に

は、町長の政策予算が入っていないということ

でよろしいでしょうか。 

○副議長（川村主税） 行財政改革担当統括監

兼財政課長。 

○行財政改革担当統括監兼財政課長（青山栄久

雄） 今回の１２９億４,０００万円は、骨格

予算でありながらも、過去最大というふうなお

話の中で、先ほどどのような経費が伸びて予算

づけしたかというものを申し上げております。 

これに町長の政策的なものが入っていないか

どうかと言いますと、継続されているものにつ

きましては、引き続き載せているものもござい

ます。 

ですので、全てというわけではなく、政策予

算で判断されるべきものにつきまして、多額な

工事費とか、ここの整備をする、あそこの整備

をするといった事業関係については、抜けやす

いものと。 

また、政策予算の中でも、実施要項や補助金

交付要項で定めたものにつきましては、一度そ

れを廃止するとか、もしくは４月から開始され

るものもありますから、これらの経費につきま

しては、引き続き計上されているものもあると

いうことで御理解いただきたいと思います。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 総括的な質疑を終わり

ます。 

次に、歳出の質疑を行います。 

歳出は、款ごとに質疑を行います。 

初めに、一款議会費の質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） １款議会費の質疑を終

わります。 

次に、２款総務費の質疑を許します。 

中川議員。 

○９番（中川友規） 総務費の確認ですけれど

も、町内会連合会補助金４５万円ということ

で、たしか昨年も聞いたと思うのですが、今、

町内会だとか、地域だとか、いろいろな環境の

変化、社会情勢で、なかなかコミュニケーショ

ンが取れない状態が数年ずっと続いています。 

人口減少もありますし、地域の高齢化もあり

ます。 

そういった大変な地域の環境の中でも、地域

の方が町内会活動等々をやってくれている状況

だと思います。 

この町内会連合会に対する支援が、金額でい

くと、ずっと変わっていません。 

町内会連合会で何かをやるということではな

いかもしれないですけれども、各町内会に対し

て、各町内会が活発化するような仕組みを連合

会で考えることもあると思います。 

そういう意味では、町内会連合会に対する支

援策を、もう少し改善と言いますか、取り組ん

だほうがいいのかなと。 

４５万円で来ていますけれども、単純に金額

を上げればいいのかどうかという問題もありま

すが、この金額でもこういうふうにするから大
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丈夫だとか、こういう取組を新たにやってもら

うとか、そういう動きを少し変えていかない

と、このままずっとこういう地域に関わるとこ

ろの予算づけ、政策、考え方、町との関わり方

が変わらない状態でいけば、ただ年数がたって

いって、地域がより高齢化し、人口が減少し、

もっと大変なことになってしまいます。 

この辺について、どういうふうに考えている

のか、お示しをお願いします。 

○副議長（川村主税） 政策推進課長。 

○政策推進課長（笠原泰之） 町内会連合会の

補助金が４５万円ということで、全然変わって

いないと。 

これは決算等々でも議員からいろいろ御質問

があった部分でございます。 

町内会連合会ともいろいろとお話をさせてい

ただいた中で、今年度もこの額でというお話の

上で、この額となったわけでございますけれど

も、今後、議員がおっしゃったような町内会の

高齢化ですとか、そういう部分に対しての連合

会との協力と言いますか、一緒にやっていかな

ければならないというところで、これからも連

合会及び町内会と対話を重ねていく中で、もし

こういうことをやりたい、町としてもこういう

ことで協力できるというところで、この補助金

をちょっと上げなければならないというお話が

あれば、そこら辺を真摯に受け止めた中で、お

話合いをして、今後、増額することも十分に検

討していきたいと思っておりますので、御理解

のほど、よろしくお願いいたします。 

○副議長（川村主税） 中川議員。 

○９番（中川友規） 今後、その辺についても

検討していただけるということですけれども、

そこは増額なのか、増額だけではなくて、町内

会の方も常に町とやり取りして、今、七飯町が

財政的に大変だということで、正規の要望とか

も待ってもらっているということだから、町内

会連合会としても、なかなか予算をつけてほし

いと言いづらい部分があると思います。 

だから、お金をあげて解決するものであれ

ば、お金をあげて、しっかりと取り組んでいた

だきたいし、逆にお金ではなくてマンパワーと

言うのでしょうか、いろいろなコミュニケー

ションを取るとか、お金以外の取組というのも

あると思います。 

その辺もしっかり町内会連合会なり地域の人

たちとやり取りして、これは去年もおととしも

何年も言っているので、そろそろ物事が動くよ

うにしっかり取り組んでいただきたいと思いま

すが、その辺を最後に。 

○副議長（川村主税） 政策推進課長。 

○政策推進課長（笠原泰之） 金額だけではな

く、連合会の運営という部分で、町内会と連合

会の関わりの中で、マンパワーと言いますか、

当課としても、当課だけではありませんけれど

も、お手伝いできるところはお手伝いしなが

ら、いろいろとお話を重ね、運営の補助をさせ

ていただきたいと考えております。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ２款総務費の質疑を終

わります。 

次に、３款民生費の質疑を許します。 

田村議員。 

○７番（田村敏郎） 民生費が１億１,６３４

万５,０００円の増になっておりまして、それ

から歳入では地方消費税交付金が大体９,４５

０万円という増え方をしております。 

この地方消費税交付金が、医療、介護、子育

て等の社会保障に関わる一定程度の財源の補給

という性格を帯びておりますので、この民生費

の１億１,６３４万５,０００円の主に増えた要

因をちょっと教えていただきたいと思います。 

○副議長（川村主税） 福祉課長。 

○福祉課長（谷口真樹） それでは、お答えい

たします。 

民生費で増額となった主な部分に関しては、

先ほど財政課長からも話がありましたが、大き

なところとして障がい福祉費の扶助費になって

きます。 

ページ数で言いますと、６９ページ、障がい

福祉費、１９節扶助費になってきます。 

こちらの扶助費の内訳をお話しますと、自立
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支援医療が昨年度と比較して３,１２０万円の

増になっております。 

この自立支援医療に関しましては、更生医療

ということで、透析の方々に対する医療費の扶

助費という形になります。 

今、見込んでいる部分としては、昨年度５５

名程度であったものが、７９人に増加という形

になります。 

特に生活保護の方の更生医療に関しては、医

療費の自己負担分全額を町から扶助する形にな

りますので、入院されて透析を受けている方で

あればお一人当たり大体４０万円程度、通院さ

れている方であれば３０万円程度ということ

で、こういう対象者の方が１人増えるだけで

も、かなりの医療費の増額になってきます。 

また、介護給付費等に関しては、前年度から

比べると４,８２９万７,０００円の増というこ

とで、就労継続支援Ｂ型に関しても利用日数の

増加、あとは生活介護ということで、日中の生

活支援を行うサービスになりますけれども、こ

ちらが主に増額の要因となっています。 

あとは、障がい児通所給付費の児童発達支援

関係と放課後デイサービス関係も、児童発達支

援では年間１２０件、放課後デイでは２４０件

の増ということで、昨年と比較すると４,７８

１万３,０００円の増になっております。 

毎年度、増額している扶助費が、福祉課とし

ては主な要因だと考えているところでございま

す。 

以上です。 

○副議長（川村主税） 子育て支援課長。 

○子育て支援課長（川崎惠子） 民生費の予算

の増額の要因の一つとして、子育て支援課で所

管している児童措置費の増額もあるというふう

に考えております。 

児童措置費の内訳ですけれども、保育所の運

営委託料、それから認定こども園等の運営に関

する委託料、施設型給付費委託料というもので

すが、そちらが合わせて約５,０００万の増額

となっています。 

こちらの運営費は、国の公定価格をベースに

積算しています。 

保育士等の人件費の増とかを勘案して、国で

公定価格を設定するのですけれども、毎年、そ

ちらが増額となっていますので、令和７年度と

比較して、令和８年度も増額した分の公定価格

を基に積算した結果、約５,０００万円、大き

な金額ですけれども、増額ということで、予算

を計上させていただいております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 田村議員。 

○７番（田村敏郎） 大体分かりました。 

ただ、地方消費税交付金というのは、先ほど

言ったように、医療、介護、子育て等のもので

ございます。 

とりわけ、先ほどの説明では、障がいに関わ

る扶助費が挙げられておりまして、透析は５５

名から７９名。 

生保が負担を持つとか、そういうことがいろ

いろありますし、それから介護給付費といった

ような説明もありましたけれども、これだけが

財源ではないのですが、地方消費税交付金がそ

もそも社会保障の財源の主たるものだという中

で、私が懸念するのは扶助費なのですよね。 

特に自立支援医療の透析患者が減る傾向であ

ればいいのですけれども、どんどん増える傾向

にあれば、また国の消費税の動きを考えれば、

なしにしようとか、２年限定でなしにしようと

いうことになれば、こういう交付金も目減りと

いうか、大幅に減ってくるのではないかと思い

ます。 

そういった場合、扶助費に対して、これから

先の話だと言われればそれまでかもしれないで

すけれども、扶助費というのは、一旦、支給す

ると、なかなか切り捨てることが難しいと思う

のですよね。人命に関わるサービスですので。 

ですから、先の動向だとかを見ながら、扶助

費が増加する流れの中での対応策と言うとおか

しいのですけれども、要はお金を出して扶助し

ていくのが建前ですが、これから先を見た場

合、そういったものに対するお考えがもしあれ

ば、お聞かせ願いたいと思います。 

○副議長（川村主税） 福祉課長。 

○福祉課長（谷口真樹） それでは、お答えい
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たします。 

扶助費の中でも自立支援医療の関係で、先ほ

ど透析の話にも触れました。 

福祉課としては、透析の医療費を扶助するよ

うな形になりますが、一度透析を必要とされる

と、透析が要らなくなるということはなかなか

難しいものですから、考え方としては透析が必

要とならないように、いかに予防に努めるかと

いうところになってきます。 

その辺りで、保健予防の担当課と連携を取り

ながら、こういう現状があるということで、何

とか予防に努めていくような政策を強化してい

く必要があるかと思います。 

あと、そのほかの扶助費に関して、この障が

い福祉は非常に難しい部分があります。 

介護保険ですと、ある程度、上限が金額で示

されているのですけれども、障がい福祉サービ

スに関しては、本人の必要性に応じてというと

ころもあります。 

例えば先ほどお話した就労継続支援Ｂ型に関

して言いますと、週に１回までとか、週に２回

までという制限がなく、逆に御本人がそれに

伴って就労に結びつくのであれば、週５回でも

いいよと。その人の状態に応じた形でのサービ

スが原則となってきます。 

抑制という言い方は適切ではないかもしれな

いのですけれども、あくまでも障がい福祉サー

ビスに関しては、そういった形で扶助を行って

いるため、ある程度の増になってしまう部分は

仕方がないのですが、逆にその就労支援ですと

か、生活介護を利用することで、こちらも予防

につながったり、将来的にその人のプラスに

なったりする部分もございますので、我々とし

ては、一概に扶助費が上がることをマイナスと

いうふうには考えていません。 

できる限りその人の状態に合わせた形での福

祉サービスの利用につなげられるのであればと

いうところでも、一方では考えていますので、

御理解いただきたいと思います。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

神﨑議員。 

○２番（神﨑和枝） 国民健康保険特別会計繰

出金の中の２７節繰出金ですが、昨年から見る

と、また増額になったのかなということで、公

定額的にどのくらいまで大丈夫だとか、そうい

うものがあるのでしょうか。その点をお聞かせ

ください。 

○副議長（川村主税） 住民課長。 

○住民課長（福川晃也） 国民保険特別会計の

繰出金の関係でございます。 

今回、前年度に比べまして６１９万円増とい

う形になっております。 

単年度ごとに繰出金がどうして増えるのかと

いうのは、それぞれ要因がございますので、一

概に申し上げることができないのですけれど

も、例えば今回の一番大きな部分では、国保会

計から見て財政安定化支援事業の繰入金に充て

る分。 

この財政安定化支援事業というもの自体は地

方交付税の中で算定される見込みの金額で計上

しています。 

これについて、このたび５００万円程度増加

されていますので、一般会計の繰出金だけで見

れば、６１９万円の増なのですけれども、内容

といたしましては、地方交付税に算入されてい

る国保事業に対する繰出金に充てていくものが

あるため、それの見込額を反映させたところ、

５００万円の金額増になっています。 

それともう一つ、国民健康保険特別会計側か

ら見たときに、いろいろな制度、それから国が

負担すべき割合、都道府県が負担すべき割合が

ございます。 

それらとの見合いの分で、町の一般会計から

繰出しをする制度になっていますので、それら

を鑑みた形が、今回の６１９万円の増というこ

とで御理解をいただきたいと思います。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

江口議員。 

○３番（江口勝幸） 障がい福祉のことで、さ

ほど大きい額ではないのですけれども、身体障

がい者・知的障がい者相談員報償費に関して、

これは何人分の相談員なのでしょうか。 

また、町内にいる聾啞なり全盲なり、知的・
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身体の方々の把握している数、また潜在的な数

をお知らせいただければと思います。 

○副議長（川村主税） 福祉課長。 

○福祉課長（谷口真樹） それでは、お答えい

たします。 

身体障がい者・知的障がい者相談員は各１名

ずつということで、身体障がい者相談委員が１

名、知的障がい者相談員が１名となります。 

聾啞者の方の人数については、大変申し訳ご

ざいませんが、その関係の手持ちのデータがあ

りません。 

ちょっとお答えがずれるかもしれないのです

が、手話通訳者の派遣事業を町で行っていて、

令和６年度までは１名の対象者の方がいらっ

しゃったのですが、令和７年度は実績としてゼ

ロになっているということで、全体的な数字で

はなくて申し訳ないのですが、御理解いただき

たいと思います。 

以上です。 

○副議長（川村主税） 江口委員。 

○３番（江口勝幸） 申し訳ない。把握してい

る分の障がい者の数をちょっと聞きたかったの

ですよ。 

あと、その相談員が足りているかというの

と、各障がいに合わせて１名ずつであれば、も

しも何かあったときに代わりが利かないという

のも変な話ですけれども、その辺りもどういう

ふうに考えているか、お聞かせください。 

○副議長（川村主税） 福祉課長。 

○福祉課長（谷口真樹） お答えいたします。 

全体的な障がい者の方の数も、申し訳ござい

ませんが、今、手元に資料がありません。 

身体障がい者の相談員の方に関しては、令和

６年度の活動状況にはなるのですけれども、幅

広くいろいろな障がい者の方に携わる団体の代

表がされていて、その活動の中で、できる範囲

で医療相談ですとか、年金、住宅入居、そう

いった関係の相談に応じていただいています。 

ただ一方で、今、障がい福祉サービスもかな

り充実してきておりまして、相談支援専門員の

方ですとか、そういう専門的な方もいらっしゃ

る状況もあって、この身体障がい者相談員への

相談件数が増えているかと言うと、ほぼ横ば

い、年に数件という現状でございます。 

そのようなところで、身体障がい者の関係の

方や、そのはざまにある方の相談ですとか、最

近ですと、引きこもりの方の対応も身体障がい

者相談員にしてもらっているというところで、

いろいろと町と連携を取りながら、活動してい

ただいている現状でございます。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ３款民生費の質疑を終

わります。 

次に、４款衛生費の質疑を許します。 

神﨑議員。 

○２番（神﨑和枝） 予防費の成人保健疾病予

防等対策費の中の委託料にある帯状疱疹ワクチ

ン接種委託料が、前年度より倍になっているか

と思います。 

○副議長（川村主税） 皆さん、まずページ数

を言ってからお願いします。 

○２番（神﨑和枝） ８１ページの帯状疱疹ワ

クチン接種委託料が１,０３６万２,０００円と

いうことで、前より増額になっているかと思い

ますけれども、この辺について教えていただき

たいと思います。 

○副議長（川村主税） 健康推進課長。 

○健康推進課長（竹内圭介） ただいま御質問

がございました帯状疱疹ワクチン接種の委託料

は、昨年度から比べまして５２０万円ほど増え

ております。 

こちらの帯状疱疹ワクチンにつきましては、

令和７年度から定期接種となっておりまして、

昨年度当初予算で見込んでいたのですが、７年

度の途中で足りなくなり、補正を行っておりま

す。 

定期接種になり、案内とかが届いて、かなり

関心も高くなったことから、当初の見込みより

も倍以上の方が受けておりますので、その実績

に沿って８年度分を計上させていただいており

ます。 

以上でございます。 



 － 31 － 

○副議長（川村主税） 神﨑委員。 

○２番（神﨑和枝） 定期接種になったという

ことで、５歳刻みということですけれども、何

歳くらいの方が多く接種されているか。 

あと、生ワクチンと、不活化ワクチンになる

と２回接種ということですけれども、今のとこ

ろ、どちらが多くなっているのか、もし分かり

ましたら教えてください。 

○副議長（川村主税） 健康推進課長。 

○健康推進課長（竹内圭介） 対象になってい

る年齢でございますけれども、今年度６５歳に

なる方、それから５歳刻みで１００歳まで。 

初年の７年度につきましては、１００歳以上

の方全員が対象です。 

接種の状況につきまして、年齢別には押さえ

ておらず、そこら辺の人数状況は申し上げられ

ないのですけれども、まだ３月までの分が全部

終わっていないので、詳細な人数は確定してい

ないのですが、１月段階までの接種の状況を見

ますと、接種の人数が一番多いのはシングリッ

クスという２回接種のワクチンになっておりま

す。 

こちらにつきましては、非課税世帯、あと生

活保護世帯の方は無料で打てるということも

あって、そういう方々は２回接種が大分多く

なっております。 

一般の方も２回接種が多いのですけれども、

そこと同じくらい、一般世帯の方は自費でお金

を払いますので、１回接種のビケンという生ワ

クチンも結構多い状況でございます。 

恐らく最終的な人数で言うと、シングリック

スが大体３００人程度、１回接種のビケンは、

大体１３０から１４０くらいになるのではない

かという予測を立てております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

中川議員。 

○９番（中川友規） 衛生費の８１ページ、繰

出金の水道施設費２,８７３万２,０００円の内

容をお知らせいただきたい。 

また、８９ページの火葬場の工事請負費にあ

る改修工事４４４万４,０００円の内容、どう

いった工事なのかということと、その下の未使

用墓地返還還付金４８万円は何件くらいを見込

んで、どれくらい残っているのかということ。 

それと、９１ページの旧耐震基準空家解体事

業補助金３０万円について、昨年は９０万円

だったので、単純に対象者が少なくなってきて

減額したものなのかどうか。 

それと、９３ページの健康センター。 

予算委員会あれば、いつも収支の関係とかを

出してもらって、収支の現状を教えてもらって

いたのですけれども、今回は全般的に資料を要

求できない状態なので、なかなか質疑もできな

いかもしれませんが、これについては、もう何

年もやり取りしているので、今回もこの予算で

多少の増減がありますけれども、この健康セン

ターの在り方、改善していくだとか、指定管理

を考えていくだとか、町の答弁では様々な経営

改善の取組をやっていくというのを何年も言っ

ています。 

予算委員会でもそうですし、その都度の決算

委員会でも、改善していくということをおっ

しゃっているのですけれども、そこが一向に見

えてきません。 

その年によって違いますけれども、年間二、

三千万円の赤字ということで、５年、１０年で

１億、２億、３億くらいの赤字が出ていくもの

ですから、それであれば、１億でも２億でも出

すから、温泉をちゃんとやっていただける民間

企業を誘致するのはどうですかという話を、た

しか昨年の予算委員会でもしたと思います。 

そういうことも考えていくと言っていたので

すけれども、予算時期になると、何も反映され

ていない、方向性すら教えていただけないまま

予算計上してきているので、その辺の考え方を

教えていただきたい。 

○副議長（川村主税） 上下水道課長。 

○上下水道課長（庭田昌輝） 私からは、８１

ページの水道施設費、２７節繰出金の水道事業

会計繰出金（収益勘定分）の内容を説明させて

いただきます。 

先ほど住民課長から国保の特別会計の繰出金

の説明もありましたが、それと似た話になるの
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ですけれども、こちらは地方交付税の算定の基

礎となる、その見合いとなりまして、その基準

内での繰出し、水道事業会計への繰入れの中身

となっております。 

内容としましては、主に統合する前の旧簡易

水道の建設改良に要する経費の償還金として、

一般会計から水道事業会計に繰出し・繰入れを

行うものでございます。 

以上です。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） まず、火葬場の

工事でございます。 

火葬場には炉が二つございまして、熱で消耗

するので、毎年、１号炉、２号炉と順番に炉の

内部の修繕を行っていくものでございます。 

続きまして、未使用墓地の返還還付金でござ

いますが、毎年、およそ５区画程度の返還があ

るということで、例年９万６,０００円掛ける

５件、４８万円を予算計上させていただいてい

ます。 

続きまして、旧耐震基準の空き家解体につい

てです。 

毎年、こちらに持ち主や相続人等から空き家

の解体の相談があり、その相談件数によって予

算計上させていただいております。 

令和７年度は９０万円でございましたが、来

年度に関しては１件分３０万円を計上させてい

ただいています。 

あと、アップル温泉についてです。 

アップル温泉の今後については、いつも中川

議員から御指摘をいただいております。 

今現在、アップル温泉は、本体自体、設備自

体が非常に老朽化してきているところでござい

ます。 

そういった中で、毎年度、いろいろと手を加

えながら実施していますが、人件費等も上がっ

ていますし、物価高騰ということで、なかなか

運営が厳しいというのは、御指摘のとおりでご

ざいます。 

そういった中で、来年度予算につきまして

は、改善できるものとして、今まで委託で清掃

していた一部を、窓口にいる会計年度任用職員

で担うなど、いろいろと経営改善に向けた整備

をさせていただき、経費の削減を実施していま

すが、源泉の井戸も昭和５７年の物ですので、

もう５０年近くたっております。 

今後、源泉の井戸とアップル温泉の本体、建

物、敷地を具体にどのようにしていくかという

のも検討はしているところでございます。 

アップル温泉の長寿命化計画の中で、あそこ

は非木造で、まだ耐用年数はあるということで

すので、そういった中でバランスを取りなが

ら、検討はしておりますが、今後、どのような

形にしていくか、まだ方向性を見いだせないま

までいます。 

現在は委託していた部分を直営化するなど、

経費の削減に努めている状況ですので、御理解

のほど、よろしくお願いしたいと思います。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 中川議員。 

○９番（中川友規） アップル温泉のところ以

外は、説明を聞いて分かりました。 

アップル温泉の関係、健康センターの関係で

すけれども、経費の削減ということをおっ

しゃっていますが、会社ではないですけれど

も、例えば会社だとして、清掃だとか、業者委

託から外せるものを少しでも職員にやってもら

うというので、年間二、三千万円赤字のものを

対応すると。 

しないよりはいいですけれども、それで運営

していくというのは、ちょっと何を言っている

のかなという感じです。 

今、課長も自分でおっしゃいましたが、施設

の老朽化、源泉ポンプの関係だとか、温泉の源

泉の関係だとかに問題が出てくるというのは、

何年も前から分かっていることであって、去

年、おととしの話ではなく、私はずっと何年も

前から言っていますよね。 

杉原町長になってからもう４年です。４年の

間にも、この温泉施設は１億円以上の赤字が出

ているのですよ。何も改善されないまま赤字で

すよ。 

４年ですから、１億円以上ではないかもしれ

ないですね。８,０００万円から１億円くらい
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ですけれども。 

４年で１億円前後の赤字が出るのであれば、

先ほども言いましたけれども、１億円なら１億

円、温泉を掘る金額を町で負担するから、国道

５号線沿いだとか、町民が来やすい場所で民間

企業にやってくれと誘致するのはどうですかと

言ったら、そういうのも含めて検討していくよ

うな話を、たしか去年もいただいたと思いま

す。指定管理も含めてですよ。 

この１年間、そういう検討をしないで、ただ

受付の方に掃除をやってもらうというだけで、

こういう予算づけをしているということですよ

ね。 

要は、改善できることだから。 

これをこのまま続けていったときに、また

２,０００万円、３,０００万円の赤字が続いて

いって、何年もたって温泉が壊れたら、温泉が

なくなりますよね。経営ができない状態になり

ますよね。 

それこそ、健康センターを使っている、アッ

プル温泉で入浴している方々に迷惑がかかると

思います。 

であれば、先を見たときに、赤字が続いて、

１億円、２億円とかかるのであれば、先行投資

で企業を誘致して、それまでの間、アップル温

泉は使えるのですから、入浴者は困らないでは

ないですか。 

そして、民間企業が来て、温泉施設ができて

から、アップル温泉を廃止していけば、入浴者

は温泉難民にならないではないですか。 

そういうことも踏まえて検討してくださいと

いうことも言っていたと思うのですけれども。 

これは投げておけば投げておくほど、ただお

金が出ていくだけですから、ちゃんと対策を

取ってやるべきだと思います。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） 議員の御指摘も

理解しています。 

アップル温泉については、温泉施設も併設し

ていますが、大きな目的は健康センターである

ため、民間の施設というよりかは公の施設に近

い性質の建物でございますので、一定の機能、

健康増進の部分と、それに付随する温泉施設が

アップル温泉であることを理解していただきた

いというのが前提でございます。 

そういった中で、老朽化しているアップル温

泉の今後の在り方についても、検討しなければ

ならないのかなと思います。 

そういった意味では、先ほど議員の御提案に

あったような民間誘致も視野に入れて、それも

含めて指定管理であるとか、温泉施設が町営

で、町の整備で、町の出資で必要なのかどうか

とかも、いろいろな選択肢を踏まえて考えてい

かなければならないのかなということで、前回

とかはお答えしていると思います。 

今後、利用者の部分については、施設にアン

ケート用紙などを置いて、町民の声も聞きなが

ら、検討していかなければならないのかなと考

えています。 

現状、どうするかというのは、まだちょっ

と、私の思いもありますけれども、いろいろな

ことを検討しなければならないということがあ

ります。 

まずは御利用者の声を聞きながら、どのよう

なものがいいのかというのを、検討してまいら

なければならないと考えています。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 中川議員。 

○９番（中川友規） いろいろな検討していか

なければいけないというのは理解できます。 

冒頭に、あくまでも公の健康促進のための温

泉浴場だということも理解していただきたいと

いうことでした。民間でできなくてと、そうい

う考え方だったら理解できるのですよ。 

ましてや、この温泉も古いと思うのですけれ

ども、昔は銭湯や浴場といった公衆浴場が必要

だという、まちづくり、行政に対してそういう

のがありましたよね。 

今は一般家庭にお風呂がついているので、昔

ほど公衆浴場が絶対になければ駄目だというわ

けではなく、生活環境が全く変わっていますよ

ね。 

ただ、温泉は体にいいということで、健康セ

ンターということで、それが必要だという考え
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はいいと思いますけれども、これを公でなけれ

ば駄目だという時代ではないと思います。 

建てた当時、公の七飯町で始めたのはいいと

思います。 

ただ、今の時代に何千万円も赤字を毎年出す

という状況で、公の施設だから赤字でもしょう

がないという考えは違うと思いますよ。 

何千万も赤字が続いて、１億、２億といくの

だったら、どうせなら先行投資して、民間企業

を誘致するとかにして、町の赤字が出ていかな

いようにすればいいではないですか。 

だから、そこを公でやらなければいけないと

こだわる理由が全く分からないのですよ。 

この温泉を利用している町民も、町が経営し

ていて、壊れたら使えなくなる。この間も露天

風呂が使えなかった。 

何々が故障する、ポンプが故障するというよ

りも、民間企業にきちんと経営をしてもらった

ほうが、利用する町民にとってもいいと思いま

すよ。 

公が設置して、経営していくという考えは、

当初はよかったと思いますが、今は公が企業を

誘致するなりして、町をつくっていくべきだと

思います。 

公にはあまりこだわらないでやったほうがい

いと思いますけれども、いかがですか。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） この御質問は前にも一般

質問で出ていましたけれども、アップル温泉も

できてからもう二十数年がたつ施設で、古く

なってきて、源泉はもっと古いということで、

いつまで続くのかというような、老朽化が大変

厳しい状況であります。 

しかしながら、御指摘のとおり、建っている

場所が５号線から大分離れているということ

で、健康センターとして建設されたという経緯

もあって、そこは調整区域でありますから、民

間の事業は駄目だということもあります。 

また、今、アップル温泉、それ以外の温泉浴

場もそうですけれども、人口減少と言います

か、高齢者も大分お年を取ってきて、全体的に

も入浴客が減ってきているということもあると

思います。 

理想としては、民間を誘致するのもあるとは

思いますけれども、なかなか簡単にはいかない

ことも承知していただきたいと思います。 

そういう意味では、今、福利厚生というか、

住民の憩いの場にもなっているということで、

これをできるだけ経費がかからない方法で、し

ばらくの間は継続していきたい。 

もちろん、経費は抑制しながらというふうに

考えているところでありますので、御理解いた

だきたいと思います。 

以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

平松議員。 

○１０番（平松俊一） 今の中川議員の質問の

続きをさせていただきますが、中川議員がおっ

しゃっているのは、あの場所で民間にという話

ではないですよ。 

国道縁だとか、ちゃんとできる場所に民間を

誘致する、そういう提案を今までしてきている

ので、どうだったのですかということを聞いて

いるのですよ。 

これは予算の特別委員会の中で、確かに何回

も言っていますから。 

だけれども、町長、４年の間に、そういう動

きを全然していないので、どうなのですかとい

うことをもう一度聞いています。 

あの場所に民間を連れてくるという話ではな

いですから、答弁間違いないでください。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） 私のほうでは、その場所

でというほかに、町内のどこかの場所に民間を

誘致するとしても、人口と入浴客が全体で減少

しているということもあるので、なかなか誘致

もうまく進まないという現状を踏まえて、今の

場所の町でやっている施設を、福利厚生を中心

にした施設として進めていきたいというに考え

ておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 平松議員。 

○１０番（平松俊一） 中川議員が言っていた
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のは、赤字が続いているという前提ですから

ね。 

だから、やめるならやめるで、今、町長が言

うように需要が少ないのであれば、やめること

も含めた検討をしなければ駄目なのに、毎年、

何千万円というお金を投資しながら、古い施設

をいつまでも続けていることに対して、いろい

ろ思いがあるので、質問していると思います。 

やめることも含めて、その辺は検討されてい

ましたか。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） 今現在、アップル温泉は

住民の方々の楽しみであり、交流の場であり、

憩いの場でありますから、できる限り、続けて

いきたいと思っております。 

しかしながら、御指摘のとおり経費がかかっ

て、赤字が広がっている部分に関しましては、

節減をしながら対応していきたいと考えており

ます。 

民間の入浴施設についても、どこの施設も今

は大変入浴客が減ってきているということもあ

ります。 

七飯町の市街地には、温泉施設が本町地区に

１軒と、大中山地区にアップル温泉１軒という

ことですので、アップル温泉につきましては、

営利を追求するより、必要経費をなるべく節減

して、何とか住民の皆様に御利用いただけるよ

うに努力してまいりたいと考えておりますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

稲垣議員。 

○８番（稲垣明美） 今の話を受けてなのです

けれども、何度も中川議員からこの話について

は出ていたと思います。 

憩いの場所というのは、当然、私たちもある

べきものだと思いますし、続けてほしいと思い

ますけれども、赤字がこういう形で出ているこ

とに対して、町としてどのような努力をして、

民間の部分も含めて話合いというのをされたの

か、教えてください。 

○副議長（川村主税） 暫時休憩します。 

午後２時０８分 休憩 

────────────── 

午後２時２７分 再開 

○副議長（川村主税） 休憩前に引き続き、再

開いたします。 

議案第８号令和８年度七飯町一般会計予算、

歳出の４款衛生費における稲垣議員の質問に対

する答弁より入ります。 

環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） それでは、稲垣

議員の御質問に対して答弁させていただきま

す。 

今までのアップル温泉における取組でござい

ますが、まず指定管理については、民間１社に

御相談させていただいています。 

そういった中で、話が不調に終わっていると

いうところがあります。 

また、料金については、以前に条例改正させ

ていただき、今までは大人４００円のところを

５００円と１００円値上げさせてもらっていま

す。 

あと、先ほどもお答えいたしましたが、経費

については、職員自らできることは委託してい

たものを削っていったというところで、努力さ

せていただいています。 

また、民間の誘致については、今、順を追っ

て、まずは指定管理の部分で動かせていただい

たということです。 

近隣の温浴施設、あとは健康センターと類似

したところのお話、いろいろ状況を聞きなが

ら、動いていきたいと考えてございますので、

御理解のほど、お願いいたします。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 稲垣議員。 

○８番（稲垣明美） ありがとうございます。 

これも何回も同じ話が繰り返されているとい

うふうに思っています。 

同じような答弁をいただいているのですけれ

ども、実際、今聞いたら、そこまで動いていな

いのではないかという感じがするのと、あとス

タッフの方が自らやると言って、それで幾らの

改善になるのかなと。 

今回の２,０００万円、３０００万円という
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金額は、結局、町民の税金なわけで、そこで憩

いの場所になっているという話になっても、皆

さんの税金なわけだから、そこは本当に改善に

なっているのかなと。 

中川議員が言っているのは、それも含めて先

を見通して、皆さんの憩いの場所をちゃんとつ

くる努力をしたほうがいいのではないかという

お話なのですけれども、その辺についてはいか

がですか。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） 先ほどの中川議

員からの御指摘もありますので、そういった方

向性については、利用者の皆さんとか地域の

方々の声も聞きながら、中川議員の御指摘、稲

垣議員の御指摘も含めて、広く検討してまいり

たいと思いますので、御理解のほど、よろしく

お願いします。 

○副議長（川村主税） 稲垣議員。 

○８番（稲垣明美） 先ほどもお伝えしたので

すけれども、これが１回目、２回目の話だった

ら、このようにはならないと思います。 

もう何年も同じような話で、赤字が出ている

という話があるのですけれども、今後、町とし

てどういうふうにするかという話をしているの

かどうかという質問なのですよ。 

必ず出るのが、憩いの場所だとか、健康のこ

とを考えてという話になるのですけれども、そ

れであればなおさらのこと、ちゃんと先を見越

して、こういう形にしていきたいという町の方

針みたいなものがあっていいのではないのかな

と。 

確かに温泉に行っている方々の御意見を聞く

のは大事なことだと思いますけれども、結果的

には温泉に行く方が減っていっている。 

例えば先ほどの清掃とかも、皆さん、頑張っ

てくださっていると思いますけれども、実際問

題、聞く話としては年数も経過して、温泉が古

くなってくれば、清掃だけではどうしてもでき

ない部分で客足が遠のいてしまうのかなという

ところもあります。 

場所的に何かと一緒にやるということができ

ないのであれば、なおさらちゃんと先を見越し

ていかなければいけないと思うのですけれど

も、町長、いかがでしょうか。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） 繰り返しの答弁になって

しまうかもしれませんが、あくまでも今現在、

健康センターは町民の憩いの場という福利厚生

の部分で継続していきたいと考えております

が、その中でコスト削減、それから経営努力と

いう部分で、指定管理者を含めた民間の活用

は、御指摘にあるとおり、検討していきたいと

思っております。 

施設も老朽化してきておりますが、その部分

の将来性も見まして、今後、どうしていくべき

かを検討していきたいと思っておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

江口議員。 

○３番（江口勝幸） 同僚議員と同じような質

問を、ちょっとかぶるかもしれないのですけれ

ども、まず町長の発言の中で、利用者が年々

減っているということがありました。 

私もアップル温泉を時々使わせてもらってい

るのですけれども、施設の中の露天風呂ない

し、部分、部分で設備が使えなくて利用しづら

いので、行かないときもありました。 

そういうのが来てくれる人たちに影響してい

るのではないかというのもあります。 

修繕費１００万円と載っていますけれども、

この辺が影響しているのではないかと思うので

すよ。 

回復のための努力というのは、一体どのよう

なことをしたのか。 

やるという話は、前の定例会からも時々耳に

していた。 

利用者の回復もそうですし、新しい施設もそ

うですけれども、今は近くの企業とかがだんだ

んいなくなっていくような感じで、七飯町の税

収があまりよろしくなくなってくる可能性も高

い中で、この１年間に２,０００万円ほどマイ

ナスになっているということは、５年くらいの

計画で、その先のことまでどのような考えでい
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るかというのをお聞かせください。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） 今の江口議員の

御質問でございます。 

近隣の企業が減っているのと、アップル温泉

の老朽化により、集客が減っているのではない

のかという御指摘でございます。 

そういった側面も否定はできませんが、我々

も集客イベント等を開催しながら、鋭意努力し

てきているところでございます。 

収支が合わない部分、金額が大きいというと

ころの御指摘でございますので、そういった部

分をひっくるめて、今後の長期の計画について

も考えていかなければならないと思っていま

す。 

先ほど同僚議員に答えたとおり、今後の見通

しについてはいろいろな方向性を検討していき

たいと考えてございますので、御理解のほど、

よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 江口議員。 

○３番（江口勝幸） 申し訳ない。聞き方を間

違えました。５年後をどう考えているかという

ことだったのですよね。 

多分、人口減少にもつながるとは思うのです

けれども、つながらないようにはしていただき

たいのが、今後、施設をどうしたいかというこ

とです。 

年間２,０００万円であれば、５年で８,００

０万、もしくは１億弱。それをそのまま５年後

どういうふうに考えていますかということで

す。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） 毎年、２,００

０万円とかの収支が合わない部分があり、今後

４年、５年で８,０００万円、１億円になる施

設を、今後、どういうふうに考えているのかと

いう御質問かと思います。 

アップル温泉の方向性というのは、先ほど同

僚議員にもお答えしたとおり、いろいろな方向

性を検討しながら、今すぐこうだという話では

ないと思いますので、今後、検討して、どのよ

うな方向に持っていくかというのを考えていき

たいと思っています。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 江口議員。 

○３番（江口勝幸） 今、町長はどのように考

えていますか。 

この施設に関して、長い目で見て、存続し

て、直していく考えなのか、ほかのことを考え

ていくのかということを聞かせてください。 

私はこれが最後の質問なので。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） 私の考えとしては、先ほ

どからお話しているとおり、町民のための憩い

の場で、福利厚生の場だと思っておりますの

で、その部分に関しましては、当面の間、源泉

が止まるとか、大きな故障がない限り、改修し

ながら、皆さんから言われているように、コス

トをなるべく節減するように努力して、職員で

やれることは職員でやりながら、アップル温泉

の運営を続けていきたいと考えております。 

今現在、人口減少もそうですし、温泉を利用

される方々がだんだん減ってきているのは、全

体の問題だと思うのですよね。 

函館市内含めて、温泉浴場の利用客数が減っ

ているという部分でいきますと、アップル温泉

も同じように減少しています。 

しかしながら、そこの場でいろいろな方々と

交流して、お風呂に入って健康になっている面

もあります。 

そういう意味では、健康推進施設として、で

きる限り、町として責任を持った運営をしてい

きたいと思っております。 

しかしながら、御指摘にあるとおり、大幅赤

字だというふうになれば、今後、町の財政的に

も厳しくなると考えますと、経営の新たな手法

も考えながら、指定管理者制度など、打って変

わる民間施設の誘致だとかが可能であれば、そ

ういう部分もあるでしょう。 

当面の間、福利厚生施設として、アップル温

泉は町で責任を持って運営していきたいと考え

ておりますので、御理解いただきたいと思いま

す。 
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以上です。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

田村議員。 

○７番（田村敏郎） 何点かお聞きいたしま

す。 

まず、８９ページの特定外来生物対策業務委

託料は、どういった内容の委託なのか。撲滅の

方向だとは思うのですけれど、その内容を

ちょっと教えていただきたいと思います。 

それから、９１ページの特定外来生物対策備

品購入費５１万４,０００円。 

外来種はアライグマとウシガエルということ

で、去年、お話がありましたけれども、今年は

国で外来種を増やしているのかどうか。そこら

辺も教えていただきたいと思います。 

これは、町として抜本的な解決策というか、

先ほど申しましたように、撲滅していく考え方

なのか。 

ある程度、捕れる物は捕って、少しずつ減ら

していくという話であれば、結果的にはいたち

ごっこになってしまうおそれが出てくると思う

のですけれども、将来的にどういったイメージ

を町は描いて、こういう予算措置をしてきたの

か。 

昨年は職員で捕りますということで、１８万

６,０００円の時間外手当か何かをつけていた

ようですけれども、今年は業務委託ということ

で、この内容を教えてください。 

それから、空地雑草刈取委託料について。 

昨年は害虫が非常に多く出て、町で殺虫剤を

用意して、たしか町内会にいろいろ配布しなが

ら対応した記憶があるのですけれども、今年は

これがない。 

どういうふうな害虫対策をしていくのかつい

て、ちょっとお話をお聞きしたいと思います。 

それから、もう１点、旧耐震基準空家解体事

業補助金が今年は３０万円になっています。 

去年、おととしは９０万円措置していたのが

３分の１に減ったということで、これはもう戸

数が減ってそれほど必要がなくなったのか、そ

こら辺の考え方をちょっと教えていただきたい

と思います。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） まず、自然環境

のほうでございます。 

特定外来生物対策業務委託料については、今

回もウシガエル、アライグマに対して補助をい

ただきながら、そこの団体に委託して、実施し

いきます。 

そして、特定外来生物対策備品購入費につい

ても、アライグマの箱わな、あとはトレイルカ

メラということで、ウシガエルやアライグマが

よく出るようなところにカメラを設置して、ウ

シガエル用の箱わなも購入して、そこに設置し

て、防除していくという形でございます。 

単年度で全ての撲滅は厳しいかなと肌感覚で

思っていますが、目的は完全駆除でございま

す。 

あと、空き地の草刈りについては、市街地の

都市計画区域等で空き地の草刈りのお願いを、

まずは所有者の方々に手紙を出して、面積に応

じた料金を振り込んでいただいて、その後、委

託業者に町から委託して、年１回から３回の間

で草刈りをやっていただくという形のものでご

ざいます。 

例年、毛虫とか、いろいろな虫が発生して、

苦情等もございますが、そういったところも含

めて、まずは草刈りをやっていただく。 

あと、ここ数年、毛虫については広葉樹など

の葉っぱにもつくということでございますが、

こちらの予算はあくまでも空き地の草刈りです

ので、樹木等については、当課から土地の所有

者や管理者に手紙を出して、防除してもらって

いると。 

毛虫とか、そういったものを駆除してもらっ

たり、剪定してもらったりというふうな取組を

しています。 

次に、９０万円見ていたところがなぜ３０万

円なのかという点でございます。 

こちらについては、毎年度、あらかじめ空き

家の所有者、または管理者の方、相続人の方な

どから、耐震基準に満たないような空き家を壊

したいという相談があり、予算化しているもの

でございます。 
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来年度については、今年度に相談が来たのが

１件だったので、たまたま来年度分は１件３０

万円。 

去年、おととしは３件ありましたので、９０

万という形で、相談実績に応じて予算措置して

いるということで、御理解のほど、よろしくお

願いいたします。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 田村議員。 

○７番（田村敏郎） まず、特定外来種につい

ては、国の補助を受けてということで、この補

助は去年２８０万円もらっていて、委託先の団

体という表現をされたのですけれども、この委

託先はどこになるのか、差し障りのない範囲で

教えていただきたいと思います。 

それから、昨年も２３０万２,０００円の委

託料があったのですね。 

７年度に初めて委託料をつけて、今年もつけ

たということですけれども、狙いは完全駆除な

のですが、ウシガエルに対する箱わなであると

か、あるいはアライグマにしてもそうでしょう

し、実際に効果があるのかということですよ

ね。 

大沼を中心とした実態というのを、町として

しっかり押さえていく必要があるのではないか

と思います。 

例えば１０匹捕ればいいという話ではないと

思うのですよね。 

実態として、このくらい繁殖している、生息

しているという部分をまず押さえない限り、先

ほど説明がありましたように、完全駆除を目指

すというような話であっても、なかなか難しい

のではないのかなと。 

そこら辺の考え方を、もう一度お知らせ願い

ます。 

それから、昨年、話し合ったのですけれど

も、先ほども説明しましたけれども、国でほか

の種類も指定する可能性があると。たしか、そ

ういうふうに聞いた記憶があります。 

国の指定の中では、現在、あくまでもアライ

グマとウシガエルのこの２種類なのか、あるい

は、ほかにもあるけれども、七飯町には生息し

ていないという話なのか、そこら辺も併せてお

願いしたいと思います。 

それから、空き地の雑草の刈り取りですけれ

ども、昨年の条例改正と言いますか、そこら辺

で対応は大丈夫だろうと思うのですが、私が聞

きたかったのは害虫対策です。 

先ほども説明がありましたけれども、広葉樹

に群がるということで、すごいらしいのです

が、それが隣の敷地からはって入ってくるとい

う。 

そこら辺の部分になると、ある町民はなかな

か処分し切れないと言うのですよね。もう壁か

ら何か出てくる。 

これに対しては、先ほども申しましたよう

に、昨年、町内会を通じて薬剤を配布するとい

う話でしたけれども、今年の対策はどのように

考えているか、もう一度お話願いたいと思いま

す。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） まず、特定外来

種について、なぜアライグマとウシガエルに

なったのかということです。 

今、北海道の北のほうからアライグマが南下

してきて、森町近辺までは目撃され、昨年度に

七飯町でも新たに見つかったということでござ

います。 

そういったところで、北海道の北からだんだ

ん南下している物を、七飯町の際のほうで抑え

たいという目的があり、まずアライグマが七飯

町の事業の指定になったというところでござい

ます。 

あわせて、ウシガエルですが、昨年、七飯町

内のどういった場所にいるかという調査を委託

しました。 

今年度もまたアライグマ、ウシガエルの新た

な生息地の調査をしながら、備品購入した箱わ

なとかで、まずは捕まえて駆除しようという流

れの事業でございます。 

ウシガエルについては、アライグマが餌にし

ます。今年度の調査では、特に大沼の沼とか池

といった湿地帯、沼の縁によくいるという報告

をいただきました。 
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ほかにも七飯町には、セイヨウオオマルハナ

バチやオオハンゴンソウ、アメリカンミンクな

ど、いろいろな外来種が生息していますが、今

現在、一番、防除しなければならないというの

は、南下してきたアライグマということで、今

回、国からも２か年連続で補助をいただき、実

施する流れでございます。 

その委託先は、手元に契約書がないので、

今、正式名称はお伝えできません。申し訳ござ

いません。 

あと、害虫についてです。 

空き地の草刈りは、害虫駆除まではセットに

なっていなくて、害虫が出る前に何とか町から

委託している業者には草刈りのお願いを、持ち

主からの振込がなければ動けないのですが、そ

ういった形でやっております。 

草刈りの委託の対象となっている宅地以外で

も、よく空き家・空き地になっている庭の草木

から隣の家へということがあります。 

そういった場合、隣の家や周りの近所の方か

ら私どもに通報をいただき、当課で所有者や相

続人、管理会社に、すぐ防除してくれとか、枝

の剪定してくれとか、草刈りをしてくれという

形でお手紙を出して、依頼して対応してまいる

という形でございます。 

あと、本当に相続人等が見つからない場合

は、見回りをしながら、我々もできる範囲で防

除していきたいと思っています。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

澤出議員。 

○１番（澤出明宏） 今、同僚議員から外来種

駆除のお話が出たので、併せてなのですけれど

も、私も何回も申し上げているのですが、ウシ

ガエルについては大沼湖の中に結構います。 

何を言いたいかというと、大沼内水面漁組で

ゴールデンウィーク前辺りからエビ漁を始めま

す。 

これは胴（ドウ）と言って、籠にひもをつけ

て島の周りに回して、それに餌を入れて、置き

網ですけれども、そこにエビが入ります。 

そのエビの量よりもオタマジャクシが入りま

す。 

あと、建て網といって、網でもエビを取って

いるのですけれども、実際、エビの資源は少な

くなってきています。 

実体験として言わせてもらうと、すごい量の

オタマジャクシが入ります。 

前にもこれを述べさせていただいたのです

が、漁組にちょっとお願いして、今、どういう

ことになっているかと言うと、エビの胴（ド

ウ）を開けて、トロ箱に流しますね。 

エビと選別して、エビ以外の物はまた沼に戻

すという作業になるのですよ。 

今はどうなっているか、ちょっと確かめなけ

れば駄目ですけれども、私が乗った時はそうで

した。 

それをできればほかのトロ箱に移してもらっ

て、持って帰って、重さを測って、買い取ると

いう話を前にもしたのですが、そういうインセ

ンティブがないと、邪魔だから、ごみだから、

捨ててしまうと思うのですよ。 

だけれども、生きているので、それが帰っ

て、尻尾がなくなってカエルになって、また産

んでという悪い循環がずっと続いてしまう。 

変な話、オタマジャクシを食べるというの

は、アメマスくらいでしょうか。 

アメマスが食べるかは分からないですけれど

も、天敵がいないわけで、あとはトンビが捕る

かもしれないけれども、ごく一部なので、増え

てしまう。 

あの人たちはよそに移動しますから、もっと

問題なのは、あそこのセバットの前のところの

砦を渡島支庁さんで掘ったのですね。 

新しく沼を掘って、前のところを掘り直した

のですが、そこに水が溜まって、ウシガエルの

新たな産卵場になっています。 

そういうこともありますので、話を元に戻し

ますが、せっかく網に入って駆除できる措置が

あるのに、やっていない部分、できてきていな

い部分があるので、その辺のところは調査に

入って聞いてみていただきたい。 

何がしか協力関係の中で、駆除できないかと

いう部分は、前にもしゃべっていたのですけれ
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ども、対策費に入っていないみたいなので、そ

こをもう一度お伺いしたいと思います。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） 澤出議員の御質

問でございますが、以前、決算審査のときに澤

出議員から御提案いただいていました。 

この事業をやっている最中に、漁協にも協力

していただいて、この事業をやっていたところ

でございます。 

その中で、前回、議員から御提案いただい

た、今、おっしゃられたことについて、ちょっ

と相談したのですけれども、今のところ、漁協

ではなかなかそこまで手が回らないという形

で、あまりいい返事はもらえてないのが現状で

ございます。 

今年度も状況を見ながら、ウシガエルの撲滅

に向けて、駆除に向けて、漁協に御協力いただ

けるかどうか、またお話したいと考えてござい

ます。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 澤出議員。 

○１番（澤出明宏） 今、言ったとおり、漁組

でも気にはなっていると思うのですよ。 

ただ、朝一番の４時くらいに作業を始め、そ

こに今度は煮るという作業が入るわけです。 

分けるのが大変だというのは、実際にあると

思います。持って帰って、ごみを出すのも面倒

くさいと。 

ただ、それでも何かしらのインセンティブさ

えあれば、やってくれる人も中には出てくるの

ではないかなと。オタマジャクシの個体数とし

ては結構な量なので。 

だから、その辺のところをもう一度考えてい

ただければと思います。 

再度、私もしゃべってみることはできると思

うのですけれども、これはどうしても手間のか

かることなので、何がしかのメリットがないと

やらないのかなというところもあると思いま

す。 

その辺のところ、お考えになるかどうか、も

う１回。 

○副議長（川村主税） 環境生活課長。 

○環境生活課長（村山德收） インセンティブ

については、ウシガエル以外にもいろいろとあ

るので、そういったところのバランスも考えな

がら、漁協に協力していただけるものはしてい

ただくという形で、またお話させていただきた

いと思います。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ４款衛生費の質疑を終

わります。 

次に、５款労働費の質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ５款労働費の質疑を終

わります。 

次に、６款農林水産業費の質疑を許します。 

中川議員。 

○９番（中川友規） 農業費、農林水産費のと

ころで、９９ページの新規就農者支援事業補助

金に６０万円出ているのですけれども、今回は

農業者が来ているのかどうかと、来ているので

あれば、その詳細を教えていただきたい。 

先日の補正予算の中で、６０万円の同じもの

が減額補正されていた気がするのですけれど

も、８年度はそういう見込みのある方がいるか

ら予算につけているのかなと思うのですが、そ

の辺を教えていただきたいです。 

それと、１０３ページの林業費の委託料で、

森林経営管理委託料１１１万１,０００円とあ

るのですけれども、前にも決算か予算で聞いた

かもしれませんが、これも事業の委託の内容と

現状の中身を少し教えてください。 

ちょっと決算みたいな感じになるのですけれ

ども、今後にどうつなげていくのかというとこ

ろを知りたかったものですから。 

それと、１０５ページの森林整備推進補助金

２４９万１,０００円についても詳細を教えて

いただきたいです。 

○副議長（川村主税） 農林水産課長兼農業委

員会事務局長。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長（松本博

和） それでは、３点お答えいたします。 
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１点目の新規就農者支援事業補助金でござい

ますが、この事業は農業の持続的発展を図るた

めに、新たに農業経営を開始する新規就農者の

経営を支援する目的で設立した補助金となって

おります。 

その中で、令和７年におきましては、新規就

農の相談が約１０件ありました。 

実際、この要件に該当する相談までには至っ

ていない状況でして、今、継続で相談を受けて

いるのが２件あります。 

今後、その流れがどうなるかによりまして、

補助金を活用できるかということで、一応、計

上という形にしております。 

２点目の森林経営管理委託料つきましては、

森林所有者の方に対しまして、年度を分けて、

分割しまして、森林管理の経営をどのようにし

ていくかということを、案内を通知しまして、

意向の調査を行っております。 

約５４０名おりますけれども、令和７年度ま

でにそのうち３８０名程度の意向を確認してお

りまして、その上で、今後、どのような方針な

のかというのを継続的に調査しております。 

８年度におきましても、大体５０名程度の調

査を実施したいと考えております。 

あと、３点目の森林整備推進補助金は、私有

林の管理の軽減負担としまして、整備促進を目

的に、北海道の補助対象であります保育事業の

上乗せということで事業を実施しております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 中川議員。 

○９番（中川友規） まず、最初の新規就農者

について、昨年は何名かいたけれども、なかな

かそこまで行かずに減額補正し、新年度も見込

みのある方がいるため、予算づけしているとい

うことでよろしいですね。 

林業の森林経営管理委託料は、５４０名を対

象にしていて、３８０名まで来たと。新年度は

５０名程度の調査をするということで分かりま

した。 

ただ、この森林調査はずっと年数をかけて

やっていますよね。実際、一気にできないとい

う現実も分かるのですが、何年もかけてやって

いった場合、最初にやった調査、意向はどのよ

うに反映されていくのかなとなると思うのです

よ。 

この調査自体は必要だと思うのですけれど

も、意味がなくなるような予算執行ではなく

て、それをしっかり次につなげられるような取

組もされているのかというところを１点聞きた

いです。 

あと、最後の森林整備推進補助金は、道の関

係の上乗せ補助金ということですけれども、こ

ちらも１５９万３,０００円の減額補正になっ

ていたと思うのですが、これはあらかじめこう

いう事業があるというのは分からないで、大体

の予算づけで、当初でやってきているものなの

か。 

要は、令和７年度の当初予算では２７９万

８,０００円の予算づけされていて、先日の補

正で１５９万３,０００円に減額したというこ

とでした。 

令和８年度は２４９万１,０００円の予算づ

けですから、大体何件くらいこういうのが来る

というのが分かって予算づけしているのかどう

か、その辺だけお願いします。 

○副議長（川村主税） 農林水産課長兼農業委

員会事務局長。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長（松本博

和） 森林経営管理の委託料につきましては、

令和２年度から開始しております。 

実際、令和２年度に委託で意向調査したもの

は年数がたっていますから、連絡がつく方につ

きましては、引き続き現状を確認する上でも連

絡を取って、意向の調査も実施しております。 

あと、森林整備推進補助金の事業費の関係で

ございますけれども、当初予算に関しまして

は、要望を受け付けまして、ある程度、面積を

把握した上で計上しております。 

７年度につきましては、要望があったのです

けれども、実際に取り組んだ面積が減ったこと

により、減額となっております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

田村議員。 
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○７番（田村敏郎） １点だけ、１０３ページ

の森林病害虫防除委託料は新しい事業だと思う

のですけれども、これの場所や規模、それとど

ういった害虫が対象になっているのか。お願い

します。 

○副議長（川村主税） 農林水産課長兼農業委

員会事務局長。 

○農林水産課長兼農業委員会事務局長（松本博

和） 森林病害虫防除委託料１５４万５,００

０円につきまして、御説明いたします。 

令和７年度に北海道と連携しまして、上空と

現地調査をした結果、ナラ枯れの原因となるカ

シノナガキクイムシの被害が七飯町で確認され

ました。 

それに伴いまして、被害地域の拡大防止のた

め、被害木を処分する委託料でございます。 

町内には被害木が１０本、１８株あります。

これにつきまして、北海道のナラ枯れ被害対策

基本方針とナラ枯れ被害木処理マニュアルに基

づき、ナラ枯れいたしました被害木を切り倒し

て処理するような流れとなっております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方、 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ６款農林水産業費の質

疑を終わります。 

次に、７款商工費の質疑を許します。 

平松委員。 

○１０番（平松俊一） １点だけお願いいたし

ます。 

４款道の駅管理費３,５５３万円の中で、今

まで委託費用に入れていた浄化槽の管理費を、

今年度から町が持つことになって、昨年、造り

ました前処理施設の分と、もともとある浄化槽

の委託料を合わせて約８００万円。 

この内訳と言っても、ちょっと説明しづらい

かもしれませんけれども、同じ業者に一遍に任

せて、経費を削減できないのかということをお

尋ねしたい。 

それと、同じく道の駅の中で駐車場の土地を

借り上げている。 

これに毎年２５０万円弱払われていますが、

当初からできるだけ早く土地を買収したい、

ちゃんと交渉してきますということを言ってい

ますけれども、予算を組んでいるということ

は、もう地代金として払っていくという考え方

ありきかと思います。 

本来であれば、予算を組まずに何とか交渉し

て、どうしても無理だったら、後で補正を組む

とか、そういうことなら少しは分かるのです

が、全く買い取ろうという意欲が感じられない

予算編成かなと思ったので、この２点について

お願いしたいと思います。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） 道の駅の指

定管理費の関係でございます。 

今回の指定管理の中から、浄化槽関連の業務

を町直営で切り離して実施するという予算組を

させていただいております。 

中身的には、前処理槽の保守管理業務として

２４０万円程度、そして浄化槽の保守管理業務

５６０万円、合わせて８００万円程度の切り離

しになります。 

前処理槽のメーカーの直接の保守管理事業者

と言いますか、現状はそのように運用しており

まして、浄化槽に関しては、従来どおり、指定

管理の中でやっていただいている事業者に行っ

ていただいております。 

新年度に入りまして、これを町の直営という

ことで、事業者選考をしながら、できれば一体

的にと考えているところでございますけれど

も、これまで同様、一連の経過の中で、熟知し

ている事業者の意見も取り入れていきたいとい

うことで、ここは事業者選考をしっかり考えな

がら、契約に至りたいと考えております。 

また、道の駅の土地の関係については、現

在、お二方の土地をお借りしている状況でござ

います。 

地権者との交渉につきましては、今後も積極

的に継続して行ってまいりたいと。 

何せ相手の考えのある内容なものですから、

これについては慎重に取り組んでまいりたいと

いう考えでございます。 

以上でございます。 
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○副議長（川村主税） 平松議員。 

○１０番（平松俊一） 借地の問題が簡単でな

いのはよく分かりますが、これは当初失敗して

いるということで、仕方がないと言えば仕方が

ないのですけれど、町内にある大きな企業が撤

退することを発表しています。 

それによる税収の減というのがあるわけです

から、町の懐はかなり厳しいと。 

何とかこういう経費を減らしたいという強い

気持ちを地主に訴えて、協力願いたい。 

実際に片方の地主の方は、道路用地の買収に

協力しているわけですから、何とかそういうも

ので経費を減らしていく努力が必要かと思いま

す。 

道の駅は、非常に人も車も多い、利用者の多

い施設です。 

その中で、この３,５００万円を、毎年、町

が持ち出していかなければいけないという現状

を少しでも変えていく意欲があるのかどうか。 

今までの流れの上で、例えばまた値上げと

か、そういうものを上乗せしていく考え方は、

ちょっと違うのではないかと思うのですよね。 

民間業者ですから、自助努力で、地主と言う

のですか、町の施設を管理している、その管理

の費用は、自分たちでちゃんと利益を出して、

町からの補助金をもらわなくてもいいという、

最初はそういう言葉が聞こえていたはずです

よ。 

だから、そういうことにもう少しちゃんと力

入れて頑張ってくださいと、町としてできるだ

け皆さんを後押しする金額を減らしたいのだと

いう努力が必要かと思うのですけれども、この

点についてはいかがですか。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） まず、借地

の件については、今後も継続的に地権者と協議

を重ね、一歩前進するような考えを持って進め

ていきたいと考えております。 

また、道の駅の指定管理料の関係でございま

す。 

御指摘のように、毎年、３,５００万円程度

の経費をかけて運営に関わっていただいている

ということでございますけれども、これについ

ても、道の駅のスタッフ、そして指定管理者と

して一生懸命売上げに貢献するだとか、来場者

数を高めるための工夫をしていただいておりま

す。 

町としましても、協議を重ねながら、今後、

そういうことが物理的に可能かどうかの検証も

行っていき、今、１０年の節目を近くにして、

先の１０年を見据えるような意見交換、協議検

討を重ねてまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

稲垣議員。 

○８番（稲垣明美） １０７ページの観光費、

１２節委託料のソーシャルメディア活用観光Ｐ

Ｒ業務委託料と、１３節使用料及び賃借料の施

設利用料について、少し教えてください。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） それでは、

ソーシャルメディア活用観光ＰＲ業務委託料で

ございます。 

これは継続的な事業になりますけれども、ア

ニメーションのキャラクター、いわゆるＶＴｕ

ｂｅｒを使ったＰＲを行っておりまして、今年

度に関しては、ＳＮＳを活発に活用したＰＲ活

動ということで、具体的にそういうキャラク

ターを用いて運用を行っていくための委託経費

でございます。 

また、施設利用料につきましては、昨年１２

月に横浜のラジオ局のお声がけがありまして、

七飯町としてのＰＲ活動を行わせていただいた

ところでございます。 

これも継続的に出展して、ラジオ放送で七飯

町のＰＲをアナウンスしていただけるというこ

とと、会場内でたくさんの方に七飯町の魅力だ

とか歴史というものをＰＲして、さらには移

住・定住につなげていくほか、ふるさと納税の

ＰＲとしましても、今回１２月のイベントの中

でも展開してまいりましたので、これをさらに

継続的に行ってまいりたいという出展料の扱い

でございます。 

以上でございます。 
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○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

田村議員。 

○７番（田村敏郎） １点だけ教えていただき

たいと思います。 

地域おこし協力隊員活動業務委託料１,０９

８万４,０００円、前年度５４９万２,０００円

ということで、ほぼ倍ですけれども、そこら辺

の増やした経過をちょっと教えていただきたい

と思います。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） 地域おこし

協力隊員の経費でございます。 

令和７年の中で、観光振興に寄与していただ

ける、そして将来的には起業し、七飯町内に移

住していただけるような方を募ったところ、２

名の方が七飯町に魅力を感じていただいたとい

うことで、最初は１名を採用する予定だったの

ですけれども、せっかくこのような形で家族連

れの方も七飯町に興味を持っていただいている

ということで、活動の幅も広げていただきたい

という思いで、２名を採用させていただいたと

ころでございます。 

令和８年度にこれを新たな当初予算の中で計

上し、この１年間、まずは活動していただきた

いという思いでございます。 

任期は３年以内でございますので、この先も

２名の方に３年間と捉えて活動してもらいたい

という内容でございます。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 田村議員。 

○７番（田村敏郎） 年度途中で申込みがあっ

た中から２名ということですけれども、活動の

幅を広げていただきたいということ、具体的に

この２名はどういった業務をやっているのか、

そこら辺をちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） 地域おこし

協力隊員の活動内容でございます。 

従来までは雇用型と言いまして、できれば課

内で事務処理も併せて業務サポートのような取

扱いとしておりましたけれども、今回の２名の

方は委託型ということで、シティープロモー

ションマネジャーという立ち位置で、町内の現

場に足を運んでいただいて、地域の方と交流を

持ち、そして自分の可能性を模索していただ

き、なおかつＳＮＳ等を用いた積極的な町のＰ

Ｒに努めていただきたいということで、ある意

味、インフルエンサーのような活動を期待して

いるところでございます。 

何せ着任したばかりでございますので、まず

は地域の環境に馴染んでいただいて、いろいろ

な方々との交流につなげていただきたいという

考えでおります。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

中川議員。 

○９番（中川友規） １０７ページのふるさと

納税の関係で、単純に目標額をお願いしたいな

と。 

それと、１０９ページの国際交流プラザ指定

管理料が、前年比でいくと３３５万７,０００

円上がっているので、その辺の内訳を少し教え

ていただきたいです。 

あと、先ほど同僚議員が質問されたソーシャ

ルメディア等々の中で、横浜のラジオ局のお話

が出ましたが、この施設利用料は１回のＰＲな

のか、２回なのか。その辺の回数を教えていた

だきたいです。 

それと、全般的な商工の考え方を聞きたいの

ですけれども、これまでも予算委員会だとか、

決算委員会だとか、一般質問もしたかもしれま

せんが、たびたび企業誘致のお話をさせていた

だきました。 

町長も企業誘致は大事だということで、前に

答弁をいただいているのですけれども、令和８

年度に関しては企業誘致関係の予算が一切載っ

ていません。 

昨年も載っていないということで、私は質問

したのですけれども、あれだけ大事だと言って

いて、令和８年度にも企業誘致の予算は載せな

いという考え方でよろしいのか。 

それと、１０９ページの道の駅指定管理料で

す。 
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こちらも、これまでたびたび協議してまいり

ましたけれども、浄化槽前処理設備保守管理業

務委託料で出ているのですが、この内容につい

ては、予算委員会ではないから資料要求できな

いですよね。 

予算審議のうちに間に合わないと思うので、

いいのですけれども。 

昨年も前処理槽をつけることによって改善さ

れてくるというので、その前の年度にいろいろ

な工事をやってきたのですけれども、クリアで

きなかったという報告があったものですから、

その辺の現状をもう一度教えていただきたいな

と。 

クリアできてなかったという報告について、

改めていつクリアできていなかったのか。 

予算づけは、８年度に対しては大事ですの

で、ここは確認したいと思います。 

ＢＯＤのクリアできなかったときと、その対

処法についても、お答えをお願いいたします。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） 御質問が５

点ほどあったかと思います。 

もし答弁漏れがありましたら、御指摘をお願

いしたいと思います。 

まず、ふるさと納税の経費でございます。 

当初予算としまして、事業費５,８７６万６,

０００円を歳出に計上させていただいておりま

す。 

これに対するふるさと納税の目標額でござい

ますけれども、歳入としまして１億２,０００

万円と設定し、計上させていただいているとこ

ろでございます。 

また、１０９ページの国際交流プラザ指定管

理費については、対前年比で３００万円程度増

額ということでございます。 

これについては、物価高と人件費等の高騰も

考慮し、影響額として３００万円程度の増額に

なったということでございます。主に光熱水費

等の増額によるものとしています。 

あと、施設使用料は横浜での出展の経費でご

ざいますけれども、出展料も内容によって二、

三十万円程度で実施できるエリアと、大きくＰ

Ｒするために増額できるような場所も備えてい

るということです。 

これについては、予算の範囲内で場所の確保

だとか、出展も数ある中で、七飯町も参画させ

ていただきます。希望どおりにはならないケー

スもございますので、最大７６万円という経費

の中で運用させていただきたいという内容でご

ざいます。 

場合によっては２回参画できることも可能性

としてはあり得ますので、そのように考えてま

いりたいと思います。 

また、企業誘致の関係でございますけれど

も、積極的な活動経費というものは、新年度予

算の中では捉えておりませんが、現状、町内の

企業のお話もある中で、まずはそちら側の雇用

対策や支援を積極的に行ってまいりたいと考え

ております。 

また、道の駅の浄化槽の関係です。 

この中身につきまして、前処理槽の保守管理

は毎月１回の点検と、前処理槽の汚泥の引き抜

き清掃を６月と１２月の年２回、実施するとい

う内容で、その際に自主検査もございます。 

これについては、前処理槽の担当者と、これ

までと同様に、連携体制を密にしながら行って

いきたいということでございます。 

また、浄化槽につきましても、浄化槽の使用

の規定にございますとおり、保守点検は年間２

６回、２週に１回という考え方で従来どおり実

施してまいります。 

また、汚泥の清掃につきましては、前処理槽

と浄化槽の組み合わせの中で、一番条件のいい

方法として抜取りを行ってまいりたいと考えて

おります。 

ここは現状の環境によりけりの対策というこ

とで、原水槽から抜くだとか、汚泥濃縮貯留槽

から抜くだとかというのは、その時々の状況を

見ながら判断し、清掃活動を行ってまいりたい

という内容でございます。 

浄化槽の内容でございますけれども、先日、

全員協議会の中でも御説明させていただきまし

たとおり、８月と１月検査ということで、２月

上旬に報告させていただいた内容が、基準値を
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上回る２６と２５ということで、これは改善に

向けた考え方、対策というものを、８月時点で

も関係者と協議をし、２回清掃を３回清掃で

やっていくことによって、クリアできるのでは

ないかという結論に至っております。 

１月調査の結果については、水温が低かった

ということを、大きな理由の一つとして捉えて

おります。 

これにつきましては、設計事業者に、今、質

問状を送り、答えを求めているところでござい

ます。 

また、この場をお借りしまして、２月２５日

に検査を行った内容では、これは、今、速報値

で手に入ったものなのですけれども、ＢＯＤが

８.４ということで、基準値内に入ってまいり

ました。 

透視度は３０以上ということで、透明度が非

常に高い結果となっております。 

ちなみに、水温でございますけれども、今回

の調査については１５.７度ということで、前

回の１桁台を上回って、バクテリアが活性化し

ている状況と考えております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 中川議員。 

○９番（中川友規） 今、説明いただきまし

て、まず企業誘致の関係が当初予算化という形

ではないということですけれども、昨年もそう

いうお話をして、そのときには企業誘致も含め

て、新規も含めてですけれども、今いる企業、

来てくれている企業に対して、東京だとかへ

行ったときには、しっかり七飯町にいる企業の

本社なり関係会社なりに寄ってくるというお話

でした。 

年が明けてから、七飯町にある大型企業の撤

退の意向を表明されたということで、すごく疑

問だったのが、どうして撤退ですという結果報

告だったのか。 

ちゃんとやり取りができていれば、ここに関

しては、撤退の意向があるとか、そういう話は

去年から出ているはずですよね。 

せっかく七飯町に来てくれている企業とのつ

ながりが切れているということですよね。 

そういう姿勢で町政をやっているのであれ

ば、今後も企業誘致は予算化されていないので

やらないのかもしれませんけれども、今いる企

業も社会情勢が緩くなくなってきている状態で

あれば、縮小したり、違うところに拠点を移し

たりとなってしまいます。そうなると、七飯町

にとっては困りますから。 

大型企業が撤退するだけでも、細かい数字は

分かりませんけれども、概算で１億円近い町の

税収が減ってしまう。 

数字は理事者のほうが分かっていると思いま

すけれども、そういう状況ですから、この企業

誘致という一つのワードは、商工観光課とし

て、しっかり対応するべきだと思います。 

それと、浄化槽については、いろいろな調査

をして、近隣市町村にまで御心配をかけた案件

です。 

なおかつ、こちらも１億円近いお金をかけ

て、これなら大丈夫だということで、進めてき

たと思います。 

その結果、８月と２月にＢＯＤがクリアでき

なかったということですから、もう少し危機感

とスピード感を持って、令和８年度には絶対に

出さないという考え方も入れて、やっていただ

きたいなというところです。 

そして、もう一つプラザの関係です。 

物価高で金額が上がったということですけれ

ども、物価高であれば、それはそれで分かりま

したということですが、金額が３３０万円くら

い上がっていたもので、物価高だけで本当に３

３０万円も上がるのかなという。そこだけ１点

確認をお願いします。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） まず、企業

誘致でございます。 

議員がおっしゃるとおり、新たに企業を迎え

るということも大きな目標ではございますけれ

ども、今、七飯町で操業していただいている企

業を守っていくことも、非常に大事な取組の一

つだと思います。 

その中で、お話にもありましたとおり、大手

の企業が撤退していくという話を受けまして、
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これは私どもも事前に調整していたわけではな

く、先方からの突然の発表ということで、私た

ち担当者としても相当驚きを隠せないような状

況でございました。 

これについては、外資系の会社ということも

ございますので、協議の場を持てるのかという

こともいろいろ進めてまいりましたけれども、

会社の意向としては変わらずということで、あ

とはその後の対応を北海道や各種関係機関と連

携しながら、今後、その対策を進めていくとい

う流れで調整しています。 

また、浄化槽の関係でございますけれども、

８月と２月に結果を出せなかったことは、本当

に申し訳ないことだと認識しております。 

また、危機感を持ってということでございま

すけれども、私たちもそれ相当の危機感を持ち

ながら管理している中で、結果を出せなかった

ということは、本当に残念な気持ちがある中

で、さらに今回、その課題を見いだし、今後の

８月とまた同時期の気温が低いときの対策に生

かせるような工夫を、改めて見直しながら、考

えていきたいと思っています。 

また、プラザの関係につきましては、物価の

高騰という説明をしましたけれども、プラザに

関わっていただいている人たちの人件費の高騰

も合わせて３００万円程度の増額ということで

ございます。 

人件費と物価高騰による光熱水費の増額とい

うで、３００万円程度の増額ということでござ

いますので、御理解をいただければと思いま

す。以上です。 

○副議長（川村主税） 副町長。 

○副町長（工藤 稔） 今、担当課長から道の

駅の浄化槽の関係で御答弁させていただきまし

たけれども、道の駅の浄化槽については、昨年

８月と今年２月の二度にわたりまして、ＢＯＤ

の基準値が法律の基準を超えたということで、

これは自主検査ということで毎月やらせていた

だいていますけれども、これまでも町と指定管

理者、そして浄化槽の管理者と前処理槽の管理

者の４者で協議しながら進めてきたところでご

ざいます。 

この件に関しましては、町としてきちんと責

任感を持って対応しているところでございます

けれども、数値を超えましたことにつきまして

は、大変申し訳ございませんでした。 

今後、同様のことがないように、これから来

年度も含めて、しっかり取り組んでまいりたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

澤出議員。 

○１番（澤出明宏） プラザの件が出たので、

ちょっとお伺いしたいと思います。 

人件費の高騰もあるのですが、先日、ちょっ

と聞いた話だと、ずっと窓口をやっていらっ

しゃった方々と事務局長をやってらっしゃった

方が退職をなさったということです。 

１人の方は中国語がすごく堪能な方で、ほか

の方は英語が大体しゃべれると。 

非常に役に立っていらっしゃって、すごく御

苦労なさった方々でしたけれども、その後、例

えば語学に対する手当だとか、例えば窓口の職

員の入替えとかは、どういうふうになっている

のか。ちょっとお教え願えればと思います。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） プラザの関

係でございます。 

御質問にありましたとおり、スタッフの変更

等がございまして、これまでは英語が話せた

り、中国語が話せたりするスタッフで対応して

まいりましたけれども、人材を確保する上で、

まずはプラザに関わっていただける方、そして

業務の内容というものにつきましても、なかな

か条件に見合った人を選んでいるような状況で

もなかったということでございます。 

また、英語が話せない、中国語が話せないと

いう場面でも、今は皆さん、翻訳アプリで外国

の方への対応をしていただいているということ

でございますので、その使い方をみんなで共有

しながら、円滑な対応ができるような体制を組

んでいっている状況でございます。 

これにつきましては、携わっていただいてい

る方も大沼在住で、地域の自然環境や大沼の魅
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力を十分に理解していただいてお伝えできる方

でございますので、即戦力として私たちも歓迎

しているところでございます。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） 他に質疑のある方。 

神﨑議員。 

○２番（神﨑和枝） 先ほどの中川議員の関連

で、企業誘致ついてですけれども、某大型企業

が撤退するという報道に対して、外国の方で

あったり外国の会社であったりして、そこら辺

はなかなか難しいということでした。 

今、歳出がどんどん少子高齢化で少なくなっ

ている中で、歳入を増やしていくことになる

と、そういう大きい企業に入っていただいて、

雇用をしてもらうというようなことから、本当

に企業誘致を、今まで以上、真剣に行政も議員

もしっかりやっていかなければならない状況に

なっているのではないのかなと。 

町長選が終わってから政策予算も出てくるの

でしょうけれども、しっかりこの点、皆さん一

緒になって考えて、何とか大きな企業にあそこ

の場所を買っていただいて、雇用もしっかり

なっていき、税収も増やしていくという考えで

あれば、大きな一つのポイントかなと考えてお

ります。 

その辺はどう考えていますか。町長、よろし

いでしょうか。 

○副議長（川村主税） 町長。 

○町長（杉原 太） この管内でも大きい企業

が撤退されるということで、その対応は、従業

員のこともそうですし、工場の部分、建物・敷

地を含めて、今後の利活用だとか、そういうも

のはきちんと真剣に企業誘致をしていかなけれ

ばならないと考えておりますし、その中で雇用

対策にも真剣に取り組んでまいりたいと考えて

おりますので、よろしくお願いいたします。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

江口議員。 

○３番（江口勝幸） 中川議員の質疑と関連し

て、ＢＯＤの説明の話です。 

危機感を持って行っていたという担当課長の

話は分かります。 

今までたくさんの職員の方に動いてもらっ

て、委員会を経て、ここまでＢＯＤ、もしくは

バクテリア、溶存酸素量など、いろいろなこと

を、私どもも経験を積ませていただきました。 

それの中で、本当に危機感を持っていたのか

と言いたくなるくらい、ちゃんと見ていたの

か。温度の管理を怠っていたのは、基本的に

イージーミスだと思うのですよ。 

同じことを繰り返さないことの危機感だと私

は思うのですけれども、その対策において、ど

のような考えを持っているか。 

同じような答えが返ってくるのは分かってい

るのですけれども、また違った答えも私はいた

だきたいなと思います。 

○副議長（川村主税） 商工労働観光課長。 

○商工労働観光課長（岩上 剛） ＢＯＤの関

係でございます。 

危機感を持ちつつも、基準をクリアできな

かったというのは、結果として、危機感を持っ

ていなかったことにつながるというふうに私た

ちは受け止めなければならないのかなと思って

います。 

夏場８月の温度管理については、入り込みの

関係で清掃回数を２回にしていたところを、今

度の８月には３回実施してみようという対策の

中で、その結果を注視してまいりたいと思って

おります。 

また、１月の冬場の寒冷時期の対策につきま

しては、水温を上昇させるための工夫ですと

か、そういう運用を４者の中で再度協議を行っ

て、道の駅の店舗自体で努力して対応できるこ

とと、保守事業者のいかなる助言があるのかだ

とかというものも、今回、いろいろ分析してい

る中で知り得た部分もあります。 

さらには、設計事業者の見解も待ちながら、

反省点として今後に生かして、次は基準値を上

回らないような、さらなる危機感を持って取り

組んでまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

○副議長（川村主税） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ７款商工費の質疑を終
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わります。 

暫時休憩いたします。 

午後４時１０分 休憩 

────────────── 

午後４時１０分 再開 

○副議長（川村主税） 休憩前に引き続き、再

開いたします。 

議案第８号令和８年度七飯町一般会計予算、

歳出の８款土木費の質疑を許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） ８款土木費の質疑を終

わります。 

この際、お諮りいたします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思いますが、これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（川村主税） 御異議なしと認めま

す。 

よって、本日の会議はこの程度にとどめ、延

会することに決定いたしました。 

  ─────────────────── 

散 会 宣 告 

  ─────────────────── 

○副議長（川村主税） 本日はこれをもって延

会いたします。 

お疲れさまでした。 

午後４時１０ 散会 
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